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学
ぶ
人
び
と 

│
│
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│
│

伊　

藤　

真　

昭

は
じ
め
に

　

近
世
浄
土
宗
の
僧
侶
養
成
機
関
で
あ
る
増
上
寺
に
は
、
学
寮
が
あ
り
、
修
学
僧
（
以
下
所
化
）
は
そ
こ
に
所
属
し
た
。
学
寮
に
は
寮

坊
主
が
い
て
、
所
化
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
ど
の
学
寮
に
所
属
す
る
か
は
任
意
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
所
化
を
派
遣
し
た
師
僧
の

意
向
が
大
き
く
働
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
は
あ
る
一
つ
の
学
寮
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
集
っ
た
所
化
た
ち
の
動
向
を
史
料
に
即
し
て
追
跡
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

基
本
と
な
る
史
料
は
三
種
類
あ
る
。
一
つ
め
は
地
方
寺
院
に
残
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
近
江
国
甲
賀
郡
水
口
大
徳
寺
の
大
徳

寺
文
書
を
と
り
あ
げ
る
。
大
徳
寺
は
知
恩
院
水
口
門
中
の
触
頭
で
、
朱
印
寺
院
で
も
あ
る
甲
賀
の
中
心
寺
院
で
あ
る
。
二
つ
め
は
増
上

寺
『
入
寺
帳
』
で
あ
る
。『
入
寺
帳
』
は
増
上
寺
で
修
学
す
る
た
め
に
入
寺
し
た
所
化
の
入
寺
者
名
簿
で
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）

か
ら
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
ま
で
の
二
〇
〇
余
年
間
の
も
の
が
、
途
中
欠
本
が
あ
る
も
の
の
、
破
損
甚
大
で
開
扉
で
き
な
い
も
の

も
含
め
、
近
世
分
と
し
て
三
十
三
冊
が
現
存
し
て
い
る
。
三
つ
め
は
知
恩
院
『
日
鑑
』
で
あ
る
。
修
学
を
終
え
た
後
、
上
方
で
活
動
す
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る
所
化
は
そ
の
痕
跡
が
『
日
鑑
』
に
残
る
は
ず
で
あ
る
。
特
に
知
恩
院
末
で
あ
る
大
徳
寺
の
動
向
を
探
る
た
め
に
は
不
可
欠
の
史
料
で

あ
る
。

　

増
上
寺
に
お
け
る
『
入
寺
帳
』
研
究
と
し
て
ま
ず
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
長
谷
川
匡
俊

氏
が
最
近
上
梓
さ
れ
た
『
近
世
浄
土
宗
・
時
宗
檀
林
史
の
研
究
』
で
あ
ろ
う
。
長
谷
川
氏
は
こ
の
書
の
「
序
」
で
増
上
寺
『
入
寺
帳
』

に
関
す
る
研
究
史
を
整
理
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
そ
ち
ら
に
譲
る
と
し
て
、
本
稿
と
の
関
連
で
取
り
上
げ
る
べ
き
は
、
①
長
谷
川
氏

「
増
上
寺
所
蔵
『
入
寺
帳
』
と
修
学
者
数
の
動
向
」
②
梶
井
一
暁
氏
「
浄
土
宗
関
東
檀
林
に
お
け
る
修
学
僧
の
入
寺
・
修
学
動
向
│
増

上
寺
『
入
寺
帳
』
の
分
析
か
ら
│
」、
③
阿
川
雅
俊
氏
『
増
上
寺
入
寺
帳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
で
あ
る
。
①
は
入
寺
に
関
す
る
基
本
的
事

項
と
約
二
万
四
千
人
に
及
ぶ
入
寺
者
の
年
月
別
の
デ
ー
タ
を
一
覧
表
に
し
て
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
に
よ
っ
て
、
増
上
寺

『
入
寺
帳
』
の
全
体
像
の
概
略
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
②
は
現
存
す
る
『
入
寺
帳
』
を
一
〇
年
ご
と
に
抽
出
し
て
そ
の
傾
向

を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
分
析
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
本
稿
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
消
帳
内
容
を
分
析
し
て
、
修
学
僧
の
そ
の
後
に

も
言
及
し
て
お
り
、
本
稿
の
視
角
と
も
大
い
に
関
連
す
る
。
③
は
長
谷
川
氏
が
数
字
で
提
示
し
た
入
寺
者
個
人
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
エ

ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
の
形
式
で
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は
、
入
寺
年
月
日
、
入
寺
時
の
資
格
、
法
名
、
出
身
（
国
名
・
所

属
寺
院
名
・
師
僧
名
）・
現
寺
院
番
号
（
現
在
浄
土
宗
に
所
属
す
る
寺
院
に
割
り
振
ら
れ
た
番
号
）
の
五
項
目
で
あ
る
。

　
『
入
寺
帳
』
は
未
活
字
で
あ
る
た
め
、
詳
細
を
調
査
す
る
に
は
原
本
を
閲
覧
す
る
し
か
な
い
。
①
・
②
の
研
究
は
数
量
的
、
概
括
的

研
究
で
あ
っ
た
が
、
阿
川
氏
の
調
査
に
よ
っ
て
、
よ
り
具
体
的
な
一
人
ひ
と
り
の
人
物
像
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
み
え
て
き
た
。
本
稿
執

筆
に
あ
た
り
、
原
本
調
査
を
実
施
し
、
阿
川
氏
の
調
査
項
目
に
加
え
て
、
付
記
さ
れ
た
履
歴
、
入
っ
た
学
寮
主
、
似
我
弟
子
を
受
け
入

れ
た
際
の
地
位
、
挟
み
込
ま
れ
た
付
箋
な
ど
、
書
か
れ
た
文
字
は
全
て
調
査
解
読
し
た
。

　

本
稿
は
そ
れ
ら
の
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
増
上
寺
で
学
ん
だ
個
々
の
所
化
に
光
を
当
て
て
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に
動
き
、
そ
し
て
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関
係
を
結
ん
で
い
た
の
か
を
、
学
寮
と
い
う
場
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
検
討
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
大
島
泰
信
師
の
『
浄
土
宗

史
』
で
も
学
寮
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
学
寮
全
体
に
つ
い
て
の
概
説
で
あ
り
、
著
名
な
学
僧
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。
し

か
し
『
入
寺
帳
』
に
は
数
多
く
の
学
寮
主
が
所
化
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
成
立

し
た
摂
門
著
『
三
縁
山
志
』
に
は
「
法
系
伝
由
」
の
項
目
が
あ
り
、
こ
う
し
た
学
寮
の
系
譜
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
学
寮
に
つ
い

て
は
管
見
の
限
り
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
檀
林
に
は
、『
浄
土
宗
史
』
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
高
僧
も
修
学
に
来
る

が
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
一
握
り
で
、
ほ
と
ん
ど
は
無
名
の
ま
ま
全
国
の
寺
院
で
民
衆
教
化
の
最
前
線
に
立
っ
た
。
そ
う
し
た
人
び
と
が
学

寮
で
培
っ
た
人
間
関
係
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
維
持
・
展
開
さ
れ
た
の
か
を
探
る
こ
と
も
本
稿
の
も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
。

第
一
章　

大
徳
寺
所
蔵
琳
冏
筆
「
法
脈
上
人
行
状
記
」

第
一
節　

無
為
窟
の
人
び
と

　

大
徳
寺
に
「
法
脈
上
人
行
状
記
」
と
題
す
る
小
冊
子
が
残
さ
れ
て
い
る
。
作
成
日
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
春
、
作
者
は
「
結
城

寿
亀
山
貫
主
寮
琳
冏
」
と
あ
り
、
結
城
弘
経
寺
四
十
五
世
察
誉
琳
冏
で
あ
る
。
内
容
は
周
天
・
周
益
・
天
冏
の
三
人
の
事
績
と
、
そ
の

弟
子
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
書
か
れ
て
い
る
人
名
の
最
後
に
作
者
の
名
前
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
法
脈
」
と
い
う
の
は
、

琳
冏
に
連
な
る
法
脈
を
い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
大
徳
寺
に
こ
の
冊
子
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
周
益
の
弟
子
、
周
恕
（
後
に
周
堂
と
改
名
）
が
大
徳
寺
第
十
二

世
住
職
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
作
者
で
あ
る
琳
冏
か
ら
関
係
す
る
寺
院
に
送
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
次
章
で
述
べ
る
「
規
約
」
と
題
さ
れ
る
史
料
も
大
徳
寺
に
残
さ
れ
る
。
そ
こ
に
名
が
記
さ
れ
て
い
る
者
の
う
ち
、
周
益
・
周
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卓
・
周
恕
・
周
察
・
天
冏
・
諦
冏
が
「
法
脈
上
人
行
状
記
」
に
も
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
二
つ

の
史
料
は
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
史
料
は
大
徳
寺
に
関
す
る
史
料
で

は
な
く
、
周
恕
個
人
に
関
す
る
史
料
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
三
縁
山
志
』」
に
よ
る
と
、
彼
ら
が
所
属

す
る
「
法
脈
」
は
「
無
為
窟
」
と
呼
ば
れ
、「
近
年
法
類
承
伝
し
、
他
に
つ
た
ふ
事
な
し
」
と
い
う
。
そ

の
「
法
類
」
の
法
系
図
が
次
頁
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
系
図
で
も
、
周
天
・
周
益
・
天

冏
・
琳
冏
と
相
承
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
個
々
の
事
績
で
は
な
く
、
人
間
関
係
に
重
点
を
置
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
法
系
図
に
現
れ
な

い
所
化
も
含
め
て
ど
の
よ
う
な
人
び
と
が
無
為
窟
に
集
っ
て
い
た
の
か
を
み
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、「
法
脈
上
人
行
状
記
」
の
全
文
を
以
下
に
示
し
、
そ
の
上
で
表
①
の
人
び
と
が
ど
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
の
か
、
適
宜
増
上
寺
『
入
寺
帳
』
を
参
照
し
な
が
ら
詳
し
く
み
て
い
こ
う
。

（
史
料
1
）　

「
法
脈
上
人
行
状
記
」

○
上
人
周
天
、
字
不
虚
、
号
諦
蓮
社
誠
誉
、
曰
称
阿
一
実
、
不
詳
姓
氏
、
京
兆
人
也
。
投
洛
西
鳥
羽

荘
法
伝
寺
某
師
而
剃
染
、
至
東
武
縁
山
、
諮
道
受
業
。
元
禄
五
壬
申
年
（
一
六
九
二
）
十
一
月
二

十
日
従
貞
誉
了
也
大
僧
正
、
受
宗
要
五
重
伝
、
同
八
乙
亥
年
霜
月
廿
三
日
、
随
同
大
僧
正
也
公
而
、

稟
承
於
宗
戒
両
脈
矣
。
学
業
漸
進
元
禄
十
四
巳
年
八
月
廿
日　

勅
賜
上
人
号
、
聴
著
香
衣
。
正
徳

二
壬
辰
年
（
一
七
一
二
）
二
月
八
日
嗣
法
顕
誉
祐
天
大
僧
正
布
薩
戒
及
宗
承
璽
書
。
享
保
十
一
丙

午
年
（
一
七
二
六
）
十
一
月
再
学
誉
冏
鑑
大
僧
正
賜
瀉
瓶
璽
書
、
学
階
昇
進
。
同
十
六
辛
亥
歳
朧

月
廿
三
日
奉　

台
命
、
瑞
世
下
総
結
城
弘
経
寺
〈
俗
寿
五
十
七
歳
、
法
臈
四
十
三
夏
〉、
建
大
法

（
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周天 周琳・周益・周瑞・周察

周益 周慈・周卓・周恕（周堂）・周冏（天冏）・周順・周然

天冏 諦冏・琳冏（ 作者）
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幢
〈
入
山
初
法
幢
算
題
法
蔵
発
願
〉、
教
誘
徒
衆
、
蓋
望
本
願
果
号
行
化
、
則
為
使
普
灑
法
雨
、
潤
頑
石
之
徒
也
。
先
住
〈
旃

誉
廓
俊
上
人
、
後
移
天
徳
寺
〉
雖
建
報
恩
蔵
塔
、
未
能
入
経
本
、
故
師
慕
縁
四
方
、
而
入
明
本
百
四
十
五
帙
余
経
。
茲
称
供
養

限
四
十
八
日
夜
、
随
縁
説
法
。
解
義
勧
化
舌
端
不
乏
。
弁
涌
如
泉
。
聞
者
清
耳
。
仍
聴
徒
如
稲
麻
竹
葦
焉
。
有
檀
施
黄
金
百
員

余
。
皆
悉
為
経
本
贖
此
事
、
詳
彼
山
史
記
也
。
受
業
弟
子
数
輩
、
就
中
周
琳
・
周
益
・
周
瑞
・
周
察
、
皆
為
当
時
人
〈
最
誉
周

琳
上
人
宝
暦
七
丑
年
（
一
七
五
七
）
七
月
奉　

台
命
、
任
結
城
弘
経
寺
。
明
和
元
申
年
（
一
七
六
四
）
十
月
移
転
誓
願
寺
。
明

和
七
寅
歳
五
月
十
五
日
寂
。
○
諦
誉
周
益
上
人
者
、
明
和
三
戌
歳
（
一
七
六
六
）
四
月
二
十
六
日
蒙　

鈞
命
、
瑞
世
小
金
東
漸

寺
。
同
八
卯
歳
五
月
二
十
四
日
寂
。
○
暢
誉
周
瑞
上
人
、
明
和
四
亥
年
（
一

七
六
七
）
某
月
奉　

厳
命
、
任
東
都
幡
随
院
。
同
某
年
某
月
董
京
都
知
恩
寺
。

天
明
二
寅
年
（
一
七
八
二
）
正
月
十
日
寂
。
迎
誉
周
察
上
人
住
職
江
州
八
幡

正
福
寺
。
明
和
四
亥
年
正
月
十
四
日
示
寂
〉。
元
文
三
戊
午
年
（
一
七
三

八
）
十
二
月
二
十
日
再
蒙　

公
命
、
移
転
水
府
常
福
蘭
若
。
此
山
為
三
十
八

主
。
賜
紫
方
袍
。
同
四
己
未
歳
正
月
受
尊
誉
了
般
大
僧
正
弘
通
規
格
伝
法
之

璽
印
矣
。
新
撰
往
生
伝
四
巻
載
師
曰
、「
一
旦
侵
疾
、
侍
者
労
給
事
、
読
軍

史
、
以
消
睡
眠
、
師
亦
聴
之
、
以
染
意
、
為
妨
往
生
業
、
更
令
読
宗
祖
大
師

伝
・
文
語
灯
・
向
阿
公
三
部
鈔
、
以
策
進
心
行
、
西
帰
日
使
門
弟
誦
阿
阿
弥

陀
経
、
自

念
珠
、
称
宝
号
、
特
高
声
四
五
遍
、
低
頭
合
掌
、
如
睡
而
化
、

諸
弟
未
知
命
終
、
経
畢
近
視
支
体
已
冷
、
火
浴
多
得
舍
利
塔
於
本
寺
焉
」。

元
文
四
乙
未
年
四
月
十
七
日
入
寂
〈
寿
六
十
五
、
臈
五
十
一
〉。
水
藩
諸
士

無為窟法系図（『三縁山志』より）

※傍線部は正福寺出身者

八
一

増
上
寺
学
寮
「
無
為
窟
」
で
学
ぶ
人
び
と



憐
師
暫
住
遺
弟
困
窮
、
投
捨
黄
金
五
十
員
。
而
僅
弁
葬
儀
後
、
随
徒
離
山
畢
。
詳
此
事
彼
山
古
史
也
。
明
和
六
丑
年
（
一
七
六

九
）
冬
、
師
之
牌
塔
為
供
養
糧
、
遺
弟
附
彼
山
黄
金
五
十
員
〈
金
十
五
両
最
誉
周
琳
、
金
廿
両
諦
誉
周
益
、
十
五
両
暢
誉
周

瑞
〉。
明
和
八
卯
年
丁
師
三
十
三
回
諱
日
、
同
三
月
小
金
東
漸
寺
諦
誉
周
益
命
駕
就
謁
彼
山
上
人
墓
、
金
五
両
寄
附
近
隣
額
田

引
接
寺
。
是
師
墓
処
依
有
向
山
〈
弁
誉
長
巌
・
誠
誉
周
天
両
上
人
之
塔
有
此
山
、
其
外
歴
代
上
人
塔
有
瓜
連
山
中
〉、
為
掃
除

料
喜
捨
者
也
。
文
化
十
三
子
年
（
一
八
一
六
）
五
月
、
結
城
弘
経
寺
察
誉
琳
冏
為
師
法
系
曾
孫
故
、
以
恩
謝
謁
参
彼
墓
。
又
親

閲
寺
古
録
。
謹
識
。

○
上
人
周
益
、
字
堪
光
、
号
常
蓮
社
諦
誉
忍
阿
。
又
曰
調
真
。
未
詳
氏
族
。
但
馬
州
下
浜
之
人
。
入
州
村
岡
厳
浄
寺
智
円
之
室
、

剪
髪
緇
服
〈
始
名
智
存
、
後
改
周
益
〉。
道
心
甚
深
、
十
八
歳
之
時
〈
享
保
十
一
午
年
（
一
七
二
六
）
六
月
六
日
〉
登
東
都
縁

山
、
師
事
周
天
寮
主
。
修
学
志
厚
、
探
索
教
義
。
享
保
十
三
戊
申
年
十
一
月
従
学
誉
冏
鑑
大
僧
正
受
五
重
秘
伝
。
同
十
六
辛
亥

年
臈
月
廿
三
日
師
範
周
天
上
人
奉　

台
命
、
瑞
世
下
総
結
城
弘
経
寺
。
仍
而
随
従
彼
山
。
同
十
七
年
壬
子
年
十
一
月
二
十
三
日

随
伝
灯
師
誠
誉
天
公
、
稟
承
於
宗
戒
両
脈
。
元
文
三
戊
午
年
（
一
七
三
八
）
三
月
二
十
六
日　

勅
賜
上
人
号
、
聴
著
香
衣
、
天

公
住
寿
亀
山
八
箇
年
、
元
文
三
戊
午
歳
臈
月
廿
日
再
蒙　

鈞
命
、
移
転
水
府
常
福
寺
。
翌
四
己
未
年
四
月
十
七
日
入
寂
。
然
累

歳
侍
左
右
不
離
座
下
、
歴
従
寿
亀
・
草
地
両
山
。
師
為
幹
事
、
称
其
恭
孝
矣
。
後
於
縁
山
新
渓
、
為
寮
主
教
諭
幼
学
社
衆
常
一

百
員
余
。
延
享
二
乙
丑
年
（
一
七
四
五
）
中
羅
他
火
、
而
後
破
自
慳
嚢
、
一
新
舎
宇
。
宝
暦
四
甲
戌
年
（
一
七
五
四
）
二
月
嗣

成
誉
大
玄
大
僧
正
、
宗
門
奥
旨
及
布
薩
戒
。
而
受
指
授
璽
書
焉
。
誠
誉
故
上
人
在
住
寿
亀
山
日
、
雖
経
蔵
既
成
、
経
本
未
全
備
。

仍
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
〜
一
七
六
四
）
遺
弟
〈
周
益
・
周
瑞
・
周
察
等
〉
追
補
而
寄
彼
山
。
蛍
雪
相
積
、
解
行
已
備
。
明
和

三
丙
戌
年
（
一
七
六
六
）
四
月
廿
六
日
奉　

公
命
、
瑞
世
下
総
州
小
金
東
漸
寺
〈
俗
寿
五
十
八
才
、
法
臈
四
十
一
夏
〉。
同
年

五
月
就
妙
誉
定
月
大
僧
正
、
受
弘
道
規
格
稟
承
璽
印
、
建
大
法
幢
〈
入
山
初
法
則
浄
業
正
因
〉。
教
誘
学
徒
在
住
日
、
諸
堂
宇

八
二

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



破
損
加
修
治
、
於
是
州
民
従
化
、
資
土
木
費
、
随
縁
説
法
無
疲
倦
色
、
緇
素
靡
其
風
徳
、
寺
職
中
三
時
勤
行
無
怠
慢
、
日
別
果

号
勇
猛
精
進
、
道
根
倍
深
信
苗
弥
栄
也
矣
。
明
和
八
卯
年
（
一
七
七
一
）
初
夏
頃
発
眼
疾
、
鄙
境
不
得
其
良
医
故
、
同
五
月
二

十
三
日
東
武
縁
山
中
天
光
院
為
療
養
場
。
翌
日
良
医
何
某
調
薬
畢
退
。
煎
薬
未
服
報
縁
将
尽
、
端
座
合
掌
、
唱
仏
号
而
如
睡
寂

〈
俗
寿
六
十
三
歳
、
法
臈
四
十
六
夏
〉。
帰
葬
遺
体
於
法
山
、
而
建
塔
焉
。
受
業
群
輩
、
就
中
周
慈
〈
三
縁
山
於
新
渓
師
之
跡
、

主
学
社
、
後
至
産
国
示
寂
〉・
周
卓
〈
同
山
三
中
谷
主
社
頭
、
後
京
都
樋
口
住
善
導
寺
、
而
為
本
山
六
役
、
又
後
移
転
安
土
浄

厳
院
入
寂
〉・
周
恕
後
改
名
周
堂
〈
安
永
六
酉
（
一
七
七
七
）
之
春
依
剃
度
師
疾
故
、
無
已
還
于
江
州
水
口
、
住
大
徳
寺
存
于

今
〉・
周
冏
後
改
称
天
冏
〈
於
縁
山
三
中
谷
周
卓
跡
、
主
社
頭
勤
学
班
、
至
一
字
班
再
講
、
而
世
寿
四
十
一
歳
、
法
臈
廿
九
夏

而
帰
寂
〉・
周
順
〈
於
天
冏
学
社
往
生
畢
〉・
周
然
〈
住
相
州
網
代
湊
某
寺
、
後
滅
〉。
安
永
六
丁
酉
年
春
、
仏
法
山
（
東
漸

寺
）
為
師
諦
誉
之
塔
牌
供
養
糧
、
黄
金
五
十
員
自
遺
弟
喜
捨
之
。
天
明
八
戊
申
歳
（
一
七
八
八
）
三
月
為
法
山
門
前
農
民
扶
助
、

兼
為
墓
掃
除
寄
黄
金
拾
円
焉
。
時
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
歳
次
庚
辰
月
建
壬
午
日
在
己
卯
、
丁
五
十
回
忌
辰
、
慎
以
茶
□
之

奠
、
敬
祭　

故
上
人
諦
誉
周
益
大
和
尚
之
霊
。
予
也
雖
不
親
列
弟
子
之
末
、
受
其
資
天
冏
遺
嘱
苟
為
履
義
、
而
形
賢
。
今
年
鐫　

故
上
人
行
状
、
聊
伸
薄
祭
、
且
附
法
脈
之
後
輩
云
爾
。

○
上
人
天
冏
、
字
勤
精
、
号
戒
蓮
社
忍
誉
進
阿
、
又
云
源
道
、
未
知
族
。
江
州
神
崎
郡
森
邑
之
人
也
。
至
州
八
幡
投
正
福
寺
迎
誉

周
察
上
人
、
剃
染
受
戒
〈
始
名
周
冏
、
後
改
天
冏
〉。
就
聞
浄
教
行
道
。
宝
暦
九
己
卯
年
（
一
七
五
九
）
八
月
入
東
都
縁
山
。

師
事
社
頭
周
益
。
貫
練
真
宗
教
相
行
儀
及
学
解
論
義
。
同
十
一
辛
巳
歳
霜
月
稟
承
妙
誉
定
月
大
僧
正
宗
家
五
重
秘
薀
。
明
和
三

丙
戌
年
（
一
七
六
六
四
月
二
十
六
日
奉　

台
命
、
出
世
師
範
益
公
小
金
東
漸
寺
、
因
而
随
従
彼
山
。
同
年
霜
月
随
伝
灯
諦
誉
益

公
、
受
宗
戒
両
脈
、
薫
陶
琢
磨
黽
勉
不
已
。
於
宗
要
有
不
審
、
則
随
問
随
解
而
不
離
座
下
。
同
辛
卯
年
（
一
七
七
一
）
二
月
十

一
日
被
服
香
衣
、
上　

禁
殿
、
賜
称
号
上
人
之　

勅
命
、
同
年
五
月
弁
師
益
公
之
入
寂
葬
儀
。
畢
而
還
縁
山
南
渓
聖
道
社
〈
出

八
三

増
上
寺
学
寮
「
無
為
窟
」
で
学
ぶ
人
び
と



世
結
城
弘
経
寺
、
歴
浄
華
院
・
伝
通
院
・
花
頂
山
凡
四
大
刹
、
寂
〉
寓
居
。
安
永
年
間
（
一
七
七
二
〜
一
七
八
一
）
於
是
遊
学

於
西
京
・
南
都
也
。
講
筵
之
舒
処
・
英
傑
之
会
所
莫
不
参
謁
而
語
詢
也
。
討
論
諸
部
通
覧
群
籍
。
安
永
六
丁
酉
年
（
一
七
七

七
）
秋
還
于
芝
山
、
而
三
中
渓
主
於
学
社
、
教
誨
幼
学
之
徒
、
令
貫
練
学
解
論
議
。
同
八
己
亥
年
秋
進
扇
班
、
以
席
次
開
講
選

択
集
。
同
九
庚
子
年
冬
便
誉
大
僧
正
伝
授
布
薩
戒
及
宗
承
璽
書
。
天
明
元
辛
丑
年
（
一
七
八
一
）
六
月
〈
世
寿
三
十
七
歳
、
法

臈
二
十
三
夏
〉
列
一
字
班
。
同
六
丙
午
年
夏
秋
中
及
寮
古
大
破
、
以
自
外
護
財
、
新
再
建
一
宇
。
同
七
丁
未
年
五
月
再
由
順
次
、

講
華
厳
五
教
章
矣
。
同
年
秋
遭
病
服
医
薬
、
歴
月
自
知
不
起
、
十
月
二
十
五
日
集
社
衆
及
親
資
〈
諦
冏
・
琳
冏
〉、
於
病
床
告

曰
、
報
尽
期
近
、
為
願
業
障
消
滅
臨
終
正
念
、
毎
日
初
夜
会
衆
等
病
床
、
命
修
本
願
果
号
百
万
遍
、
随
而
日
別
不
懈
。
如
斯
故
、

没
後
之
遺
事
当
知
十
一
月
十
日
鶏
鳴
尅
、
命
看
疾
者
始
行
臨
終
儀
念
仏
。
良
久
病
間
、
発
言
雖
為
由
発
願
文
意
如
入
禅
定
、
未

全
其
終
期
。
従
之
看
疾
衆
等
無
怠
慢
於
病
席
微
音
念
仏
矣
。
十
五
日
未
明
師
従
容
曰
、
我
以
今
日
尅
、
果
一
大
事
因
縁
当
知
、

汝
等
知
死
期
、
曰
七
々
四
々
。
又
命
為
盥
漱
而
後
著
布
涅
槃
衣
、
向
仏
像
合
掌
交
手
、
与
諸
徒
倶
念
仏
、
其
夜
亥
剋
泯
然
而
寂
。

天
明
七
丁
未
年
十
一
月
十
五
日
〈
寿
四
十
一
歳
、
臈
二
十
九
夏
〉
※
〈　

〉
は
割
書
を
示
す
。

第
二
節
「
法
脈
上
人
」
に
つ
い
て

　

次
に
史
料
一
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
人
び
と
に
つ
い
て
わ
か
る
こ
と
を
み
て
い
こ
う
。
ま
ず
三
人
の
「
法
脈
上
人
」
に
つ
い
て
述
べ
て

い
く
。

①
周
天

　
「
法
脈
上
人
行
状
記
」
に
よ
る
と
、
周
天
は
京
下
鳥
羽
法
伝
寺
で
剃
髪
し
、
増
上
寺
に
入
寺
し
た
後
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
十

一
月
二
十
日
に
五
重
、
同
八
年
十
一
月
二
十
三
日
宗
戒
両
脈
、
同
十
四
年
八
月
二
十
日
拝
綸
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
二
月
八
日
布

八
四

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
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薩
戒
・
璽
書
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
十
一
月
瀉
瓶
璽
書
、
同
十
六
年
十
一
月
二
十
三
日
結
城
弘
経
寺
に
晋
山
す
る
と
い
う
経
歴

で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
晋
山
し
た
際
は
五
十
七
歳
、
法
臈
四
十
三
年
と
い
う
か
ら
、
入
寺
は
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）、
十

五
歳
の
時
と
な
る
。『
入
寺
帳
』
を
み
る
と
元
禄
二
年
一
月
十
一
日
に
下
鳥
羽
法
伝
寺
か
ら
十
五
歳
で
入
寺
し
た
「
秀
天
」
が
み
え
る

の
で
、
こ
れ
で
あ
ろ
う
。『
入
寺
帳
』
に
よ
る
と
、
後
に
周
天
が
結
城
弘
経
寺
に
移
る
に
際
し
、
京
音
・
周
益
・
周
瑞
・
周
察
の
五
人

が
随
身
し
て
い
る
。

　

周
天
の
結
城
弘
経
寺
在
住
中
の
事
績
と
し
て
は
、
旃
誉
廓
俊
が
享
保
十
一
年
に
建
立
し
た
経
蔵
に
明
版
大
蔵
経
を
納
入
す
る
た
め
、

四
十
八
日
の
勧
化
説
法
で
得
た
百
両
余
を
全
て
投
入
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
十
二
月
二
十

日
に
は
常
福
寺
に
移
り
、
同
四
年
（
一
七
三
九
）
四
月
十
七
日
亡
く
な
っ
た
。
六
十
五
歳
で
あ
っ
た
。

　

周
天
死
後
、
随
身
・
追
随
身
ら
九
人
が
増
上
寺
に
戻
る
が
、
こ
の
う
ち
八
人
が
忍
瑞
の
学
寮
に
入
っ
て
い
る
。
な
ぜ
忍
瑞
な
の
か
、

忍
瑞
と
周
天
は
ど
う
い
う
関
係
な
の
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

周
天
の
弟
子
、
周
琳
・
周
益
・
周
瑞
の
三
人
は
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
冬
、
周
天
の
供
養
料
と
し
て
、
常
福
寺
に
五
十
両
を
納

入
し
た
り
、
小
金
東
漸
寺
に
入
っ
て
い
た
周
益
が
、
周
天
三
十
三
回
忌
に
墓
の
掃
除
料
と
し
て
、
そ
の
隣
接
地
に
あ
る
引
接
寺
に
五
両

を
寄
付
し
て
い
る
。

②
周
益

　

周
天
の
後
を
引
き
継
い
だ
周
益
は
、「
法
脈
上
人
行
状
記
」
で
は
、
但
馬
国
下
浜
の
生
ま
れ
で
、
同
国
村
岡
厳
浄
寺
智
円
の
も
と
で

剃
髪
し
、
は
じ
め
は
智
存
と
称
し
た
。
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
六
月
、
十
八
歳
で
増
上
寺
に
入
り
、
周
天
の
学
寮
で
勉
学
に
励
ん

だ
。
同
十
三
年
十
一
月
五
重
、
同
十
六
年
十
二
月
に
周
天
が
結
城
弘
経
寺
に
入
る
の
に
随
身
し
、
同
十
七
年
十
一
月
、
周
天
か
ら
宗
戒

両
脈
を
授
け
ら
れ
、
さ
ら
に
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
三
月
に
拝
綸
し
て
い
る
。
そ
し
て
周
天
が
亡
く
な
る
ま
で
そ
の
側
に
つ
き
従
っ
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て
い
た
。
そ
の
後
増
上
寺
に
戻
り
、
新
谷
で
寮
主
と
な
り
、
百
人
以
上
の
後
進
の
育
成
に
あ
た
っ
た
。

　
『
入
寺
帳
』
に
よ
る
と
、
周
益
は
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
六
月
五
日
に
入
寺
し
た
後
、
同
十
七
年
正
月
十
五
日
に
周
天
に
随
身

し
て
結
城
弘
経
寺
に
移
っ
た
。
周
天
亡
き
後
は
増
上
寺
に
戻
り
、
学
寮
を
構
え
後
進
の
指
導
を
す
る
が
、『
入
寺
帳
』
で
は
六
十
八
人

の
新
入
寺
者
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
う
ち
直
弟
は
周
音
・
周
卓
・
周
廓
・
周
然
の
四
人
で
、
似
我
弟
子
は
八
人
を
数
え
る
。

　

似
我
弟
子
入
寺
時
の
周
益
の
立
場
を
み
る
と
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
谷
頭
役
、
同
十
年
大
衆
頭
、
同
十
一
年
月
行
事
、
同
年
十

一
月
下
読
法
門
扱
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
五
人
已
上
、
同
二
年
十
一
月
二
臈
席
、
同
年
十
二
月
学
頭
職
へ
と
階
梯
を
昇
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
し
て
周
益
は
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
五
月
四
日
に
随
身
二
十
二
人
を
引
き
連
れ
て
檀
林
東
漸
寺
に
入
る
。
そ
の
う
ち
周
益
の
学

寮
で
学
ん
で
い
た
所
化
は
十
九
人
で
、
三
人
は
別
の
学
寮
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
九
人
が
追
随
身
し
て
い
る
。
随
身
し
た
直
弟
は
周
卓
・

周
廓
・
周
然
の
三
人
で
、
周
音
は
「
明
和
二
酉
六
月
十
一
日
病
身
故
学
席
難
勤
消
帳
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
病
身
」
の
た
め
す
で
に
増

上
寺
を
離
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
「
法
脈
上
人
行
状
記
」
の
内
容
と
も
符
合
す
る
。

　

周
益
は
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
五
月
二
十
四
日
、
療
養
し
て
い
た
増
上
寺
山
内
天
光
院
で
亡
く
な
る
。
法
臈
四
十
六
年
、
六
十

三
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
入
寺
時
の
年
齢
は
十
八
歳
と
な
り
、
こ
れ
も
「
法
脈
上
人
行
状
記
」
と
合
致
す
る
。

　

周
益
亡
き
後
、
随
身
十
人
が
増
上
寺
に
入
る
が
、
七
人
が
帰
山
、
三
人
が
他
山
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
八
人
は
学
栄
の
学
寮
に
入
っ

て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。

　

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
春
、
弟
子
た
ち
は
周
益
の
供
養
の
た
め
、
東
漸
寺
に
五
十
両
を
寄
進
し
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
三
月

に
は
、
門
前
農
民
に
周
益
の
墓
掃
除
を
し
て
も
ら
う
た
め
十
両
を
寄
進
し
た
。
こ
れ
は
周
天
の
た
め
に
周
益
ら
が
常
福
寺
に
寄
進
し
た

先
例
を
踏
襲
し
て
い
た
。
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③
天
冏

　
「
法
脈
上
人
行
状
記
」
に
よ
る
と
、
天
冏
は
近
江
出
身
で
、
八
幡
正
福
寺
の
迎
誉
周
察
の
も
と
で
剃
髪
し
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五

九
）
八
月
、
増
上
寺
に
入
寺
し
て
、
周
益
の
学
寮
に
入
っ
た
。
そ
の
理
由
は
周
察
と
周
益
は
同
じ
周
天
の
門
下
で
あ
っ
た
関
係
で
あ
ろ

う
。

　

し
か
し
『
入
寺
帳
』
で
は
、
宝
暦
九
年
の
入
寺
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
宝
暦
五
年
十
一
月
二
十
二
日
、
増
上
寺
山
内
月
界
院
勧
成
弟

子
と
し
て
、
十
五
歳
で
伝
流
と
い
う
名
前
で
増
上
寺
に
入
寺
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
増
上
寺
『
入
寺
帳
』
七
冊
目
に
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
現
在
八
冊
目
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
た
付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
。「
明
和
三
戌
年
（
一
七
六
六
）
五
月
四
日
東
漸
寺
周

益
和
尚
江
随
身
。
於
彼
山
直
弟
改
名
。
四
年
下
沈
。
周
恕
次
座
ニ
被
定
。
然
ニ
当
卯
（
一
七
七
一
）
七
月
二
日
帰
山
之
処
、
四
年
下
沈

之
僧
故
十
三
年
上
席
ニ
座
割
有
之
。
依
之
師
命
難
立
段
、
依
願
同
部
同
年
周
恕
下
江
下
沈
御
免
。
委
如
明
和
八
卯
年
九
月
廿
二
日
日
鑑
。

月
番
曇
竜
（
印
）。
安
永
六
酉
年
（
一
七
七
七
）
五
月
十
三
日
以
思
召
天
冏
与
改
名
御
免
。
月
番
鸞
山
（
印
）。
天
明
七
未
（
一
七
八

七
）
十
一
月
廿
四
日
命
終
消
帳
。
月
番
典
海
（
印
）」。
こ
の
付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
の
は
、
周
恕
の
す
ぐ
後
ろ
で
あ
る
。
こ
の
付
箋
に

あ
る
よ
う
に
、
伝
流
が
周
益
の
随
身
中
に
直
弟
と
な
り
伝
流
か
ら
周
冏
に
改
名
し
た
こ
と
で
、
四
年
下
沈
し
て
周
恕
の
次
に
下
が
っ
て

き
た
こ
と
を
付
箋
の
位
置
は
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
実
際
の
入
寺
は
宝
暦
五
年
だ
が
、
四
年
遅
れ
た
こ
と
（「
下
沈
」）
で
宝
暦
九
年
入

寺
と
キ
ャ
リ
ア
が
四
年
短
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
伝
流
は
『
入
寺
帳
』
で
は
山
内
寺
院
の
弟
子
と
し
て
入
寺
し
て
い
る
が
、
実
際

に
は
近
江
国
八
幡
正
福
寺
の
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
内
寺
院
や
増
上
寺
所
化
の
弟
子
と
し
て
入
寺
し
て
い
る
事
例
の
場
合
、
実
際

の
出
身
は
入
寺
帳
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

天
冏
は
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
十
一
月
に
五
重
を
受
け
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
四
月
師
匠
の
周
益
が
東
漸
寺
に
入
る
と
そ

れ
に
随
っ
た
。
同
年
十
一
月
に
は
周
益
か
ら
宗
戒
両
脈
を
授
け
ら
れ
、
同
八
年
二
月
に
拝
綸
し
た
。
同
年
五
月
に
周
益
が
亡
く
な
る
と
、
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増
上
寺
に
戻
り
、
南
谷
の
聖
道
の
学
寮
に
寄
宿
し
た
。
聖
道
も
天
冏
と
同
じ
く
正
福
寺
出
身
者
だ
っ
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
「
法
脈
上
人
行
状
記
」
で
は
、
天
冏
を
「
於
縁
山
三
中
谷
周
卓
跡
、
主
社
頭
勤
学
班
、
至
一
字
班
再
講
、
而
世
寿
四
十
一
歳
、

法
臈
廿
九
夏
而
帰
寂
」
と
説
明
し
て
い
る
。
三
島
中
谷
に
あ
っ
た
周
卓
の
学
寮
を
引
き
継
い
だ
と
い
う
こ
と
だ
が
、『
入
寺
帳
』
で
こ

れ
を
確
認
し
て
み
る
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
安
永
七
年
十
月
に
周
卓
が
増
上
寺
を
去
っ
た
後
、
同
年
十
一
月
以
降
、
天
冏
は
天
明
七
年

五
月
ま
で
学
寮
主
と
し
て
三
十
五
人
の
新
入
寺
者
を
引
き
受
け
て
い
る
。

　

そ
し
て
天
冏
は
同
年
十
一
月
十
五
日
に
亡
く
な
り
、『
入
寺
帳
』
で
は
先
述
の
よ
う
に
十
一
月
二
十
四
日
に
消
帳
さ
れ
て
い
る
。「
法

臈
廿
九
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
四
年
下
沈
し
て
い
る
の
で
、
三
十
三
年
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
四
十
一
歳
と
い
う
没
年
齢
が
正
し
い

と
す
れ
ば
、
実
際
の
入
寺
年
齢
は
九
歳
と
な
る
。
推
測
の
域
を
脱
し
な
い
が
、
通
常
で
は
九
歳
の
入
寺
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
山
内

寺
院
の
弟
子
と
し
て
入
寺
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
節　

弟
子
た
ち
に
つ
い
て

1　

周
天
の
弟
子　

周
琳
・
周
瑞
・
周
察

　

こ
こ
で
は
三
人
の
「
法
脈
上
人
」
そ
れ
ぞ
れ
の
弟
子
に
つ
い
て
み
て
い
く
。「
法
脈
上
人
行
状
記
」
で
は
、
ま
ず
周
天
の
弟
子
と
し

て
周
琳
・
周
益
・
周
瑞
・
周
察
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
周
益
と
周
瑞
は
法
系
図
に
も
名
前
が
あ
る
が
、
他
の
二
人
は
そ
の
名
が
み
え
な

い
。

①
周
琳

　

周
琳
は
「
法
脈
上
人
行
状
記
」
に
よ
る
と
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
七
月
に
檀
林
結
城
弘
経
寺
に
入
り
、
明
和
元
年
（
一
七
六

四
）
十
月
に
誓
願
寺
に
移
転
し
、
同
七
年
五
月
に
亡
く
な
っ
た
。『
入
寺
帳
』
に
よ
る
と
、
周
琳
は
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
十
一
月
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一
日
鴻
巣
勝
願
寺
に
武
蔵
国
埼
玉
郡
清
久
村
灯
明
寺
還
誉
潮
雲
の
弟
子
と
し

て
入
寺
し
た
。
入
寺
当
初
は
本
英
と
い
う
名
前
だ
っ
た
が
、
元
文
四
未
（
一

七
三
九
）
二
月
、
瓜
連
常
福
寺
へ
他
山
し
た
際
、
周
琳
と
改
名
し
た
。
そ
の

と
き
の
住
職
が
周
天
だ
っ
た
。
周
天
は
同
年
四
月
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、

周
琳
は
そ
の
ま
ま
常
福
寺
に
残
り
、
次
の
鸞
宿
に
仕
え
た
。
ど
う
い
う
経
緯

で
勝
願
寺
か
ら
常
福
寺
へ
周
琳
が
移
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
周
天
か
ら

「
周
」
の
一
字
を
も
ら
っ
て
改
名
し
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
周
天
の
直
弟

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
周
琳
は
後
に
檀
林
住
職
に
な
っ
た
た
め
に
周
天
の

主
要
な
弟
子
に
数
え
ら
れ
て
い
る
が
、
二
人
が
同
じ
寺
に
い
た
の
は
わ
ず
か

二
ヶ
月
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）
二
月
増
上
寺
に
他
山
し
た
周
琳
は
、
延
享
三
年

（
一
七
四
六
）
以
降
寮
坊
主
と
し
て
十
一
人
の
新
入
寺
者
を
迎
え
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
似
我
弟
子
入
寺
者
を
受
け
入
れ
る
周
琳
の
立
場

を
み
る
と
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
一
文
字
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五

四
）
に
五
人
以
上
、
同
七
年
）
六
月
に
二
臈
席
・
下
読
法
門
扱
へ
と
階
梯
を

昇
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
年
八
月
四
日
に
伴
頭
か
ら
結
城
弘
経
寺
に
入
っ

た
。
そ
れ
に
は
十
人
の
所
化
が
随
身
し
、
後
に
七
人
が
追
随
身
し
た
。
明
和

元
年
（
一
七
六
四
）
に
弘
経
寺
か
ら
誓
願
寺
に
移
り
、
同
七
年
そ
こ
で
亡
く

「無為窟蔵」印書籍

書名 現所蔵者

1 科註仏説無量寿経 . 科註仏説観無量寿経 . 
科註仏説阿弥陀経

九州大学中央図書館

2 当麻曼陀羅述奨記 国立国会図書館

3 七十五法名目 佛教大学附属図書館

4 天台四教集解標指鈔条目　「周琳蔵」印あり 佛教大学附属図書館

5 天台四教集解標指鈔　　　「周琳蔵」印あり 佛教大学附属図書館

6 華厳経捜玄記 身延山大学図書館

7 華厳遊心法界記 佛教大学附属図書館

8 四部録 国文学研究資料館
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な
っ
た
。

　

周
琳
死
後
、
彼
に
随
っ
て
い
た
所
化
の
う
ち
十
五
人
が
帰
山
・
他
山
し
た
が
、
入
っ
た
学
寮
は
忠
巌
に
六
人
、
周
益
に
五
人
、
周
瑞

に
三
人
、
周
為
に
一
人
と
分
散
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
現
在
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
に
は
「
周
琳
蔵
書
」「
無
為
窟
蔵
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
た
「
天
台
四
教
集
解
標
指
鈔
條
目
」、

「
天
台
四
教
集
解
標
指
鈔
」
が
架
蔵
さ
れ
て
お
り
、
彼
が
天
台
教
学
を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

②
周
瑞

　

周
瑞
は
『
入
寺
帳
』
に
よ
る
と
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
五
月
二
十
六
日
増
上
寺
に
入
寺
す
る
が
、
こ
の
年
の
『
入
寺
帳
』
が

現
存
し
な
い
た
め
出
身
寺
院
は
わ
か
ら
な
い
。「
元
文
四
未
年
（
一
七
三
九
）
五
月
十
九
日
（
マ
マ
）」
に
常
福
寺
へ
入
る
周
天
に
随
身

し
、
同
年
の
周
天
の
死
後
、
五
月
八
日
に
増
上
寺
に
帰
山
し
た
。
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
以
降
学
寮
主
と
し
て
の
活
動
が
確
認
で
き
、

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
ま
で
四
十
六
人
の
新
入
寺
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

似
我
弟
子
入
寺
者
を
受
け
入
れ
る
周
瑞
の
立
場
を
み
る
と
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
一
文
字
、
同
九
年
谷
頭
役
、
同
十
一
年
谷
頭

役
、
同
十
二
年
月
行
事
・
下
読
法
門
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
五
人
以
上
、
明
和
三
年
二
臈
席
・
学
頭
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
明

和
三
年
十
月
に
幡
随
院
に
晋
山
し
た
際
に
は
十
六
人
が
随
身
と
し
て
彼
に
随
い
、
そ
の
後
六
人
が
追
随
身
し
て
い
る
。
周
瑞
が
知
恩
寺

に
移
っ
た
明
和
七
年
に
は
、
彼
に
随
っ
て
い
た
十
四
人
が
帰
山
、
二
人
が
他
山
と
し
て
増
上
寺
に
入
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
十
二
人
が

仁
城
の
学
寮
に
入
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
。

③
周
察

　

周
察
は
、
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
九
月
六
日
増
上
寺
に
入
寺
し
た
。
こ
の
年
の
『
入
寺
帳
』
が
現
存
し
な
い
た
め
出
身
寺
院
は

わ
か
ら
な
い
。
同
十
七
年
、
周
益
等
と
と
も
に
周
天
に
随
っ
て
常
福
寺
に
移
っ
た
後
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
周
天
の
死
後
増
上
寺

九
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に
戻
っ
た
。
そ
の
後
知
恩
院
『
日
鑑
』
に
は
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
六
月
十
日
に
近
江
国
八
幡
正
福
寺
住
職
に
任
命
さ
れ
る
記
事

が
あ
る
が
、
そ
の
間
の
足
取
り
は
わ
か
ら
な
い
。
周
察
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
と
同
十
一
年
に
各
二
人
増
上
寺
に
弟
子
を
入
寺
さ

せ
て
い
る
。『
日
鑑
』
で
は
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
五
月
二
十
六
日
に
住
職
を
辞
任
し
、「
法
脈
上
人
行
状
記
」
に
は
明
和
四
年
（
一

七
六
七
）
一
月
十
四
日
に
亡
く
な
っ
た
と
あ
る
。
周
天
が
亡
く
な
っ
た
後
、
明
和
六
年
冬
、
周
察
以
外
の
三
人
が
常
福
寺
に
位
牌
と
供

養
料
を
寄
進
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
周
察
が
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

2　

周
益
の
弟
子　

周
慈
・
周
卓
・
周
恕
・
周
順
・
周
然

　

周
益
の
主
な
弟
子
と
し
て
は
、「
法
脈
上
人
行
状
記
」
に
よ
る
と
、
新
谷
の
学
寮
を
引
き
継
い
だ
周
慈
が
い
る
。
周
慈
の
後
に
三
島

中
谷
に
学
寮
を
移
転
し
た
周
卓
は
、
京
都
で
善
導
寺
住
職
と
な
り
、
最
後
は
安
土
浄
厳
院
住
職
と
な
っ
て
い
る
。
後
に
周
堂
と
改
名
し

た
周
恕
は
、
出
身
の
大
徳
寺
住
職
を
継
い
だ
。
周
冏
は
後
に
天
冏
と
改
め
、
周
卓
の
後
に
学
寮
を
引
き
継
ぎ
、
一
文
字
席
ま
で
い
っ
た

が
、
四
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
他
に
周
順
や
周
然
が
い
る
。

①
周
慈

　

周
慈
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
一
月
十
一
日
近
江
国
八
幡
正
福
寺
迎
誉
周
察
の
弟
子
と
し
て
十
五
歳
で
増
上
寺
に
入
寺
し
た
。
寮

坊
主
は
、
周
察
の
兄
弟
子
、
周
益
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
東
漸
寺
に
入
っ
た
周
益
に
随
身
し
、
同
八
年
増
上
寺

に
戻
っ
た
。
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
は
寮
坊
主
と
し
て
所
化
の
育
成
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
入
寺
帳
』
で
は

周
益
の
直
弟
に
な
っ
た
と
い
う
記
載
は
な
い
が
、
こ
こ
で
そ
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
の
で
、
ど
こ
か
の
時
点
で
直
弟
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

学
寮
の
場
所
は
「
法
脈
上
人
行
状
記
」
に
「
於
新
渓
師
之
跡
」
と
あ
る
の
で
、
周
慈
が
周
益
の
後
継
者
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
翌

三
年
（
一
七
七
四
）
八
月
五
日
に
病
身
の
た
め
消
帳
さ
れ
て
い
る
。「
法
脈
上
人
行
状
記
」
に
「
至
産
国
示
寂
」
と
あ
る
た
め
、
療
養

の
た
め
近
江
国
に
戻
り
、
そ
こ
で
亡
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
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②
周
卓

　

周
卓
は
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
閏
十
一
月
二
十
五
日
に
周
益
の
弟
子
と
し
て
十
五
歳
で
増
上
寺
に
入
寺
し
た
。
当
初
の
名
前
は

周
珂
で
あ
っ
た
。
周
慈
と
と
も
に
、
東
漸
寺
に
随
身
し
増
上
寺
に
戻
っ
た
が
、
そ
の
間
に
周
卓
と
改
名
し
て
い
る
。
安
永
二
年
（
一
七

七
三
）
に
は
寮
坊
主
と
し
て
の
活
動
が
確
認
で
き
る
。
周
慈
と
は
時
期
が
重
な
っ
て
い
る
し
、
場
所
は
「
法
脈
上
人
行
状
記
」
に
「
三

中
谷
」、
つ
ま
り
三
嶋
中
谷
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
周
慈
と
は
別
に
学
寮
を
構
え
た
よ
う
だ
。
そ
こ
で
は
安
永
六
年
ま
で
に
十
三
人
の
所

化
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
同
七
年
十
月
に
は
聖
道
に
随
身
し
て
結
城
弘
経
寺
に
移
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
足
取
り
は
わ
か
ら
な
い
が
、

知
恩
院
『
日
鑑
』
で
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
京
都
二
条
樋
口
善
導
寺
の
住
職
を
し
、「
法
脈
上
人
行
状
記
」
で
は
、
そ
の
後
安

土
浄
厳
院
住
職
に
な
っ
た
と
あ
る
。

③
周
恕
（
周
堂
）

　

周
恕
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
一
月
十
一
日
、
近
江
国
水
口
大
徳
寺
嘆
誉
義
鳳
の
弟
子
と
し
て
十
五
歳
で
増

上
寺
に
入
寺
し
、
義
鳳
同
様
周
益
の
学
寮
に
入
っ
た
。
そ
の
と
き
の
名
は
義
桐
で
あ
っ
た
。
周
慈
・
周
卓
と
と
も
に
東
漸
寺
に
随
身
し

た
後
増
上
寺
に
戻
る
が
、
そ
の
間
義
桐
か
ら
周
恕
に
改
名
し
て
い
る
（
大
徳
寺
に
戻
っ
た
後
さ
ら
に
周
堂
と
改
名
）。
そ
し
て
「
法
脈

上
人
行
状
記
」
に
は
「
安
永
六
酉
（
一
七
七
七
）
之
春
依
剃
度
師
疾
故
、
無
已
還
于
江
州
水
口
」
っ
た
と
あ
る
。
周
堂
が
大
徳
寺
で
作

成
し
た
「
大
徳
寺
来
由
開
基
歴
代
伝
記
」
に
よ
る
と
、
義
鳳
が
安
永
六
年
十
月
八
日
に
隠
居
し
、
周
堂
が
十
一
月
九
日
に
住
職
に
任
命

さ
れ
た
と
あ
り
、
こ
れ
と
符
合
す
る
。
こ
の
と
き
彼
は
「
法
臈
十
九
年
、
世
寿
廿
九
才
」
だ
と
自
身
で
書
い
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
入

寺
時
の
年
齢
は
十
一
歳
と
な
る
。
規
定
で
は
十
五
歳
以
上
で
な
い
と
入
寺
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
四
歳
の
年
齢
詐
称
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
知
恩
院
が
所
蔵
す
る
「
諸
寺
院
弟
子
御
目
見
」
と
い
う
史
料
に
は
、
安
永
六
年
三
月
二
十
二
日
の
「
江
州
水
口
大
徳
寺

嘆
誉
義
鳳
直
弟
明
誉
周
恕
権
上
人
初
御
目
見
」
の
記
事
が
あ
る
。
増
上
寺
か
ら
「
春
」
に
大
徳
寺
に
戻
り
、
す
ぐ
御
目
見
を
済
ま
し
た
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よ
う
だ
。
こ
の
史
料
に
よ
る
と
入
寺
後
三
年
の
宝
暦
十
二
年
十
二
月
に
五
重
、
明
和
二
年
十
一
月
に
宗
脈
、
同
八
年
二
月
十
日
に
拝
綸

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
の
寮
坊
主
は
周
卓
で
あ
っ
た
。

④
周
順

　

周
順
は
、『
入
寺
帳
』
に
よ
る
と
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
五
月
九
日
、
筑
前
国
住
吉
妙
円
寺
察
誉
慈
門
の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、

「
周
益
五
人
以
上
似
我
入
寺
」
と
し
て
十
五
歳
で
周
益
の
学
寮
に
入
っ
た
。
入
寺
時
は
門
超
と
い
う
名
で
あ
っ
た
が
、
周
慈
・
周
卓
・

周
恕
・
周
冏
と
と
も
に
東
漸
寺
に
随
身
中
に
周
順
と
改
名
し
て
い
る
。
増
上
寺
に
戻
っ
た
後
は
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
十
月
二
十
一

日
に
往
生
し
た
と
し
て
消
帳
さ
れ
て
い
る
。「
法
脈
上
人
行
状
記
」
に
は
「
於
天
冏
学
社
往
生
畢
」
と
あ
る
の
で
増
上
寺
に
戻
っ
た
後

は
周
卓
・
天
冏
の
学
寮
に
入
っ
た
よ
う
だ
。

⑤
周
然

　

周
然
は
、『
入
寺
帳
』
に
よ
る
と
、
明
和
三
年
四
月
十
六
日
、
周
益
の
弟
子
と
し
て
十
五
歳
で
増
上
寺
に
入
寺
し
た
。
周
慈
・
周

卓
・
周
恕
・
周
冏
・
周
順
と
と
も
に
東
漸
寺
に
随
身
し
て
い
る
が
、
増
上
寺
に
戻
っ
た
後
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
三
月
十
一
日
に

「
国
元
成
就
」
と
し
て
消
帳
さ
れ
て
い
る
。「
法
脈
上
人
行
状
記
」
に
は
「
住
相
州
網
代
湊
某
寺
、
後
滅
」
と
あ
る
の
で
、
国
元
は
相

模
国
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

3　

天
冏
の
弟
子　

諦
冏
・
琳
冏

①
諦
冏

　

諦
冏
は
、『
入
寺
帳
』
に
よ
る
と
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
十
一
月
、
近
江
国
八
幡
正
福
寺
静
誉
周
弁
の
弟
子
で
あ
る
が
、
指
南

で
あ
る
霊
伝
の
「
当
未
年
寮
主
職
似
我
弟
子
」
と
し
て
十
六
歳
で
増
上
寺
に
入
寺
し
た
。
当
初
の
名
前
は
周
学
で
あ
っ
た
。
寮
坊
主
は

周
瑞
の
弟
子
、
諦
真
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
二
月
十
一
日
に
「
寮
主
天
冏
」
の
直
弟
と
な
り
、
諦
冏
と
改
名
し
、
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三
年
の
下
沈
と
な
っ
た
。
入
寺
時
の
寮
坊
主
諦
真
は
、
安
永
七
年
十
二
月
二
十
五
日
、
越
前
運
正
寺
に
入
寺
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
際

に
寮
坊
主
が
諦
真
か
ら
同
じ
周
天
門
下
で
あ
る
天
冏
寮
に
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
諦
冏
は
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
二
月
か
ら

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
十
一
月
ま
で
寮
坊
主
と
し
て
の
活
動
が
『
入
寺
帳
』
で
確
認
で
き
る
が
、
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
天
明
八

年
時
点
で
「
諦
冏
寮
」
を
構
え
て
い
た
の
で
、
天
冏
死
後
に
学
寮
を
引
き
継
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。
寛
政
七
年
礼
讃
部
頭
、
寛
政
九
年
一

文
字
と
階
梯
を
昇
っ
て
い
る
。
そ
し
て
享
和
二
年
十
二
月
十
五
日
四
谷
西
迎
寺
に
成
就
し
た
と
し
て
消
帳
さ
れ
て
い
る
。

②
琳
冏

　

琳
冏
は
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
七
月
十
一
日
、
天
冏
の
弟
子
と
し
て
十
五
歳
で
増
上
寺
に
入
寺
し
た
。
出
身
寺
院
は
わ
か
ら
な

い
。
入
寺
当
初
は
天
琳
で
あ
っ
た
が
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
琳
冏
と
改
名
し
て
い
る
。
現
在
正
福
寺
に
は
「
弟
子
天
琳
」
が
施

主
と
な
っ
た
天
冏
の
位
牌
が
残
さ
れ
て
い
る
。
施
入
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
改
名
以
前
で
あ
る
。
天
冏
と
同
じ
正
福
寺
出
身
の
諦
冏

で
は
な
く
、
琳
冏
の
施
入
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
琳
冏
と
正
福
寺
の
関
係
も
深
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

琳
冏
も
諦
冏
同
様
、
寛
政
四
年
か
ら
同
十
年
ま
で
寮
坊
主
と
し
て
の
活
動
が
、
同
十
三
年
か
ら
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
ま
で
は
指

南
と
し
て
の
活
動
が
確
認
で
き
る
。
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
は
一
文
字
、
天
明
元
年
論
部
頭
役
、
天
明
六
年
谷
頭
役
へ
と
昇
っ
て

い
る
こ
と
が
似
我
弟
子
入
寺
受
け
入
れ
の
際
の
立
場
か
ら
わ
か
る
。
そ
し
て
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
六
月
二
十
二
日
に
結
城
弘
経

寺
へ
出
世
し
た
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
春
、「
法
脈
上
人
行
状
記
」
を
執
筆
し
た
。
こ
の
年
は
明
和
八
年
に
亡
く
な
っ
た
周
益
の

五
十
回
忌
で
、
前
年
は
天
冏
の
三
十
三
回
忌
で
あ
っ
た
。
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小　

括

　

周
天
は
後
継
者
の
う
ち
、
法
系
図
に
記
載
さ
れ
る
周
益
と
周
瑞
の
二
人
に
加
え
て
、
周
琳
の
三
人
の
檀
林
住
職
者
を
育
成
し
た
。
周

琳
が
な
ぜ
法
系
図
に
記
載
さ
れ
な
い
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
の
期
間
し
か
周
天
と
の
接
点
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
弟

子
の
中
か
ら
学
寮
を
構
え
る
人
物
で
な
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

周
天
の
法
系
か
ら
学
寮
を
構
え
た
人
物
は
、
周
瑞
（
南
中
谷
）
│
諦
真
（
？
）、
周
益
（
新
渓
）
│
周
慈
（
新
渓
）、
周
卓
（
三
島
中

谷
）
│
天
冏
（
三
島
中
谷
）
│
諦
冏
（
三
島
中
谷
）、
琳
冏
（
南
中
谷
？
）
と
な
る
。
周
天
の
後
、
周
益
と
周
瑞
は
別
々
に
学
寮
を
構

え
て
い
る
。
周
瑞
の
後
を
継
い
だ
諦
真
は
越
前
運
正
寺
の
住
職
と
し
て
赴
任
し
た
の
で
、
そ
の
学
寮
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

一
方
周
益
の
学
寮
を
継
い
だ
周
慈
は
途
中
病
気
に
な
り
、
別
に
学
寮
を
構
え
て
い
た
周
卓
が
そ
れ
を
吸
収
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て

そ
れ
を
引
き
継
い
だ
天
冏
が
亡
く
な
っ
た
跡
は
、
諦
冏
が
引
き
継
い
だ
。
諦
冏
の
弟
弟
子
で
あ
る
琳
冏
も
別
に
学
寮
を
構
え
た
。
そ
の

場
所
は
、『
三
縁
山
志
』
に
記
載
さ
れ
て
る
、
琳
冏
を
引
き
継
い
だ
学
静
の
学
寮
が
あ
っ
た
「
南
中
谷
南
側
西
よ
り
三
軒
目
」
で
あ
ろ

う
。

　

お
な
じ
「
法
脈
」
で
も
主
要
な
弟
子
を
引
き
連
れ
て
檀
林
に
移
っ
て
い
く
と
、
残
さ
れ
た
弟
子
は
学
寮
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
る
し
、

師
匠
が
亡
く
な
っ
て
増
上
寺
に
帰
山
し
た
際
に
も
ど
こ
か
の
学
寮
に
所
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
が
ど
の
学
寮
に
所
属
し
た
か

は
『
入
寺
帳
』
か
ら
判
明
す
る
が
、
な
ぜ
そ
こ
な
の
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
師
匠
の
供
養
の
た
め
の
寄
附
を
弟
子
た
ち
が
共
同
で
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
記
述
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
他
の
学
寮
で

も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
大
徳
寺
に
は
そ
う
し
た
「
法
脈
上
人
」
の
供
養
の
あ
り
か
た
を
示
す
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
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そ
れ
を
検
討
し
て
い
こ
う
。

第
二
章　

大
徳
寺
所
蔵
「
規
約
」

第
一
節　

「
規
約
」
の
全
文
紹
介

　

大
徳
寺
に
は
「
規
約
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な
史
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。
作
成
日
は
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
五
月
、
作
成
者
は

「
京
樋
口
善
導
寺
諦
誉
上
人
（
周
益
）
弟
子
周
卓
（
印
）」、「
江
州
水
口
大
徳
寺
同
周
恕
（
印
）」、「
江
州
八
幡
正
福
寺
迎
誉
周
察
弟
子

周
弁
（
印
）」、「
縁
山
三
嶋
中
谷
忍
誉
天
冏
弟
子
諦
冏
」、「
諦
冏
寮
天
琳
」
の
五
人
だ
が
、
諦
冏
と
天
琳
に
は
印
が
な
い
。
ま
た
本
文

も
訂
正
し
た
痕
跡
が
あ
る
の
で
、
作
成
途
中
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
実
際
に
発
効
し
た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く

と
も
印
を
捺
し
て
い
る
三
人
の
間
で
は
合
意
で
き
た
内
容
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
少
々
長
い
が
、

重
要
な
史
料
な
の
で
全
文
翻
刻
引
用
す
る
。

（
史
料
2
）「
規
約
」

　
　
　
　
　
　
　
　

規　

約

先
師
忍
阿
上
人
（
諦
誉
周
益
）、
弟
子
等
に
懇
嘱
し
て
い
は
く
、
夫
れ
王
法
と
仏
法
と
ハ
、
車
の
両
輪
、
鳥
の
両
翼
の
こ
と

し
。
故
に
維
摩
経
に
ハ
不
壊
世
諦
建
立
第
一
義
と
説
た
ま
へ
り
。
彼
雪
山
童
子
ハ
為
半
偈
全
身
を
羅
刹
に
投
し
、
常
啼
菩
薩

ハ
一
句
の
聞
法
に
肝
を
割
く
。
先
聖
既
に
如
斯□□
な
ん
そ
ま
な
ハ
さ
ら
ん
。し
か

なた
り
と
い
へ
と
も
、
当
今
澆
李
の
人
ハ
下
根
軟
弱
な
り
。
し
か
あ
れ
ハ
西
行

法
師
の
詠
に
、
世
を
す
て
ゝ
身
ハ
な
き
も
の
と
お
も
へ
と
も
、
雪
の
降
夜
ハ
さ
む
く
こ
そ
あ
れ
、
す
へ
か
ら
く
外
護
の
浄
財

を
仮
て
、
自た
他た
三た
学た
処た
を

宗
門
の
安
心
起
行
を
専
に
し
、学
業

成
た

就
す
へ
し
。

（

（
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①
一
縁
山
学
席
ニ
而
、
誠
誉
周
天
上
人
・
諦
誉
周
益
上
人
御
位
牌
所
相
定
、
調
真
室
〈
先
師
上
人
勧
学
所
と
号
〉
と
称
し
、
則
両

上
人
御
位
牌
并
誠
誉
周
天
上
人
法
脈
師
僧
・
父
母
等
各
霊
及
忍
誉
天
冏
霊
牌
立
置
之
。
永
年
可
有
御
供
養
相
続
候
。
尤
両
上

人
伝
持
之
聖
教
、
如
別
目
録
三
拾
六
函
半
・
聖
教
櫃
八
函
〈
都
而
桐
箱
な
り
〉、
曁
相
伝
口
決
書
・
御
綸
脈
・
法
服
等
桐
箱

入
、
如
別
目
録
附
添
候
。
護
持
之
人
者
御
法
孫
持
寮
之
僧
可
為
上
座
候
。
若
故
障
有
之
候
節
者
、
臨
時
相
談
可
有
之
事
。

　
　

附　
 

惣
而
相
談
之
儀
者
法
券（
眷
）談

之
。
御
法
類
方
之
預
御
沙
汰
、
聊
不
可
有
自
分
勝
手
候
。
勿
論
不
法
之
筋
者
可
為
法
金

事
。

②
一
御
法
孫
繁
栄
檀
林
学
席
相
続
之
事
、
別
而
忍
誉
天
冏
生
涯
之
願
望
、
臨
末
之
遺
言
候
。
両
上
人
（
周
天
・
周
益
）
等
親
近
縁

之
次
第
を
以
、
法
器
之
仁
選
之
、
熟
談
之
上
可
相
定
。
資
糧
財
之
儀
者
、
天
冏
遺
財
位
牌
附
金
千
四
百
七
拾
両
〈
如
別
帳
年

賦
・
月
賦
・
休
息
金
共
〉、
縁
山
中
御
位
牌
所
相
続
金
与
治
定
之
。
則
別
規
定
之
通
無
異
儀
、
年
々
金
元
利
倍
増
、
学
席
御

法
孫
繁
栄
和
合
相
続
可
有
之
候
。
勿
論
右
根
本
財
者
、
先
師
諦
誉
（
周
益
）
上
人
御
遺
財
ニ
候
故
、
且
為
師
恩
報
謝
、
且
為

檀
林
報
謝
也
。
冀
ハ
律
苑
如
無
尽
財
順
理
ニ
執
行
之
、
世
福
増
長
永
代
不
朽
之
方
便
第
一
ニ
候
事
。

③
一
右
御
位
牌
所
金
、
年
々
令
元
利
増
補
、
規
則
相
定
、
諸
矦
方
江
御
預
ケ
可
申
候
。
勿
論
寺
社
・
町
人
等
江
貸
附
并
御
法
脈
之

僧
徒
拝
借
、
堅
無
用
之
事
。

　
　

但　

慥
成
引
次
金
有
之
候
者
、
定
式
之
利
足
を
以
、
当
座
操
合
之
拝
借
者
可
為
臨
時
之
沙
汰
候
。

④
一
京
樋
口
善
導
寺
讃
誉
周
卓
護
持
之
御
位
牌
等
、
彼
寺
江
相
納
之
候
。
法
脈
之
僧
永
年
御
供
養
相
続
、
且
誠
誉
故
上
人
御
両
親

〈
本
室
道
有
信
士
・
光
岳
寿
清
信
女
〉
京
極
大
雲
院
中
御
墓
所
毎
月
参
詣
可
有
之
事
。

右
之
訳　

 

諦
誉
（
周
益
）
上
人
御
在
生
之
間
、
弟
子
之
内
壱
人
者
令
京
地
居
住
、
故
上
人
御
両
親
之
墓
所
参
詣
僧
と
な
し
、

永
世
無
縁
ニ
不
相
成
様
と
の
思
召
候
。
尤
大
雲
院
塔
頭
信
養
院
霊
牌
前
供
養
料
者
御
在
山
之
節
被
附
置
之
候
。
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⑤
一
江
州
水
口
大
徳
寺
明
誉
周
恕
護
持
之
位
牌
等
彼
寺
江
相
納
候
。
法
脈
之
僧
永
年
可
有
御
供
養
相
続
事
。

右
之
訳　

 

御
嫡
弟
宣
誉
周
音
病
身
ニ
付
、
大
徳
寺
一
代
嘆
誉
義
鳳
在
寮
之
節
、
始
終
御
嫡
弟
之
御
盟
約
有
之
候
処
、
法
系
之

断
絶
ニ
付
、
無
拠
彼
寺
江
住
務
。
勿
論
暫
住
務
約
之
処
、
無
余
儀
子
細
有
之
永
住
。
且
明
誉
周
恕
剃
度
之
地
ニ
候
。

依
之
御
在
生
之
間
、
重
因
縁
之
寺
と
て
厚
く
御
引
立
思
召
候
。
因
ニ
先
年
誠
誉
故
上
人
永
代
御
供
養
料
金
五
拾
両

水
戸
常
福
寺
江
御
寄
附
有
之
候
。
但
シ
金
拾
五
両
宛
最
誉
（
周
琳
）
上
人
・
暢
誉
（
周
瑞
）
上
人
御
施
主
金
、
弐

拾
両
宛
先
師
上
人
御
施
主
也
。
右
ニ
準
例
仕
、
周
恕
病
身
ニ
付
、
大
徳
寺
成
就
之
砌
、
御
遺
金
百
両
拝
受
之
内
、

金
五
拾
両
小
金
東
漸
寺
江
相
納
之
。
永
代
御
供
養
料
寄
付
畢
。
則
公
儀
上
納
ニ
相
成
有
之
。
且
両
御
墓
所
永
掃
除

料
牌
所
ニ
寄
付
有
之
候
。

⑥
一
江
州
八
幡
正
福
寺
者
、
先
師
上
人
御
法
弟
迎
誉
周
察
和
尚
永
住
務
、
則
其
法
系
相
続
、
且
忍
誉
天
冏
剃
度
之
地
、
旁
因
縁
之

寺
ニ
候
得
者
、
共
談
之
上
御
位
牌
等
相
納
之
候
。
彼
寺
法
脈
之
僧
永
年
可
有
御
供
養
相
続
事
。
将
又
天
冏
遺
財
ゟ
別
寄
附
有

之
候
。

⑦
一
縁
山
学
席
御
位
牌
所
及
右
三
箇
寺
者
御
因
縁
之
寺
ニ
候
得
者
、
後
来
仮
令
無
縁
之
仁
住
務
候
共
、
相
互
ニ
法
類
之
盟
約
を
諾

し
、
弟
子
令
縁
山
掛
錫
、
法
器
之
仁
有
之
候
者
、
熟
談
之
上
御
法
脈
学
席
相
続
有
之
候
。
若
法
類
之
盟
約
望
無
之
代
者
、
相

談
之
上
御
位
牌
等
外
江
相
移
し
可
申
事
。

附　

 

誠
誉
故
上
人
御
剃
度
之
地
城
州
下
鳥
羽
法
伝
寺
、
諦
誉
上
人
御
剃
度
之
地
但
州
村
岡
厳
浄
寺
、
右
弐
ケ
所
江
者
、
永
御

供
養
料
金
相
添
牌
納
畢
。
当
今
法
系
譜
無
之
、
併
御
因
縁
之
地
故
、
弟
子
衆
之
掛
錫
有
之
候
者
可
有
其
心
得
候
。

⑧
一
金
五
百
両
、
前
文
四
箇
所
安
置
之
御
位
牌
等
、
永
代
供
養
相
続
料
増
上
寺
御
役
所
永
御
預
ケ
上
納
畢
。
但
シ
金
四
百
両
者
諦

誉
上
人
御
遺
財
金
、
百
両
者
天
冏
遺
財
ニ
候
事
。
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⑨
一
右
増
上
寺
御
役
所
永
御
預
ケ
元
金
五
百
両
御
作
法
通
之
利
足
、
毎
歳
盆
暮
両
度
ニ
縁
山
中
御
位
牌
護
持
之
僧
江
御
渡
被
下
候

極
也
。
勿
論
当
時
者
元
金
百
両
ニ
付
、
年
八
朱
之
利
足
ニ
而
、
都
合
金
四
拾
両
宛
毎
年
御
下
ケ
被
下
候
事
。

　

此
分
配
如
左
。

一　

金
五
千
匹　

縁
山
中
御
位
牌
所
調
真
室
江
御
供
養
料

一　

金
三
千
匹　

京
樋
口
善
導
寺
江
御
位
牌
等
御
供
養
料

一　

金
三
千
匹　

江
州
水
口
大
徳
寺
江
御
位
牌
等
御
供
養
料

一　

金
千
匹　
　

江
州
八
幡
正
福
寺
江
御
位
牌
等
御
供
養
料

一　

金
百
匹

　
　

右
者
六
月
・
十
二
月
瓜
連
御
宿
坊
迄
金
五
拾
疋
宛
誠
誉
周
天
上
人
盆
供
料
・
正
月
供
料
可
贈
呈
之
候
。

一　

金
百
匹

　
　

右
者
六
月
・
十
二
月
小
金
御
宿
坊
迄
金
五
拾
疋
宛
諦
誉
周
益
上
人
盆
供
料
・
正
月
供
料
可
贈
呈
之
候
。

一　

金
三
両

　
　

 

右
者
調
真
室
同
庵
在
衆
中
江
為
御
回
願
料
、
毎
月
朔
日
金
百
疋
宛
可
有
分
施
候
。
尤
閏
月
之
年
者
其
分
積
金
ゟ
可

出
之
。

一　

金
弐
歩

　
　

 

右
者
縁
山
御
墓
所
例
月
立
花
及
拝
席
敷
物
世
話
料
并
盆
暮
両
度
家
来
江
銭
弐
百
文
宛
与
之
。
残
り
候
者
路
頭
之
貧

人
江
可
分
施
候
。

一　

金
三
両
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右
為
御
菩
提
、
他
之
仏
像
破
壊
之
修
復
、
或
ハ
建
立
寺
江
寄
附
、
或
ハ
極
貧
修
学
之
僧
等
江
分
施
可
有
之
候
。
尤

可
有
其
評
事
。

一　

金
三
両

　
　

右
御
位
牌
所
積
金
江
可
加
入
事
。

都
合
金
四
拾
両
、
但
シ
所
費
者
積
金
ゟ
可
出
之
。
且
又
若
利
足
御
下
ケ
金
多
少
有
之
候
者
、
可
任
其
評
之
示
談
候
。

⑩
一
御
向
月
忌
日
及
御
年
回
者
不
及
申
、
常
日
共
理
事
之
供
養
可
為
如
法
修
行
事
。

但　

 

勤
行
之
式
、
香
偈
等
之
常
則
者
勿
論
也
。
毎
朝
大
経
・
観
経
四
分
壱
宛
順
読
誦
、
毎
夕
小
経
或
ハ
戒
経
礼
誦
礼
仏
等
可

任
時
宜
。
仏
前
勤
行
畢
而
施
食
会
可
修
行
之
。
御
祥
月
逮
夜
者
中
官
香
一
炷
已
上
別
時
念
仏
可
有
相
続
候
。
自
余
之
修

行
者
可
為
銘
々
之
至
誠
候
。

⑪
一
御
年
回
供
養
之
儀
者
、
随
宜
営
修
可
有
之
候
。
御
位
牌
所
雑
費
者
則
積
金
ゟ
可
出
之
事
。

⑫
一
御
位
牌
所
附
聖
教
、
如
別
目
録
、
当
時
闕
本
無
之
候
。
已
来
共
当
時
太
切
ニ
護
持
仕
、
若
相
損
候
者
加
修
補
、
年
々
虫
干
之

節
樟
悩
入
替
可
申
候
。
雑
費
之
儀
者
積
金
ゟ
可
出
之
事
。

⑬
一
御
位
牌
所
附
伝
持
物
太
切
ニ
令
護
持
之
。
毎
夏
虫
干
之
砌
、
樟
悩
入
替
之
、
如
目
録
損
失
無
之
様
心
配
可
有
之
候
。
所
費
之

儀
者
積
金
ゟ
可
出
之
事
。

⑭
一
自
然
御
法
孫
之
内
縁
山
学
席
御
供
養
僧
及
中
絶
等
之
儀
有
之
候
者
、
早
速
相
談
、
法
類
寺
令
下
向
、
規
約
を
以
無
私
情
可
執

斗
之
候
。
仍
而
規
約
等
御
役
所
江
相
納
、
則
写
三
ケ
所
ニ
有
之
候
。
其
節
万
一
御
位
牌
他
江
相
預
ケ
候
共
、
御
供
養
料
金
五

百
両
之
利
足
、
毎
歳
配
分
聊
不
可
有
相
違
候
。
猶
又
御
牌
所
相
続
金
取
斗
、
別
而
可
為
厳
密
事
。

但　

参
府
之
雑
費
者
牌
所
積
金
ゟ
可
出
之
候
。
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前
条
之
通
、
今
般
御
法
類
方
共
談
之
上
令
規
定
候
。
後
来
御
法
脈
之
衆
徒
不
可
有
改
変
候
。
仍
而
連
印
如
件
。

 

京
樋
口　
　
　
　
　

 

善
導
寺　
　
　

 

諦
誉
上
人
弟
子　
　

周
卓
（
印
）

 

江
州
水
口　
　
　
　

 

大
徳
寺　
　
　

 

同　
　
　
　
　
　
　

周
恕
（
印
）

 

江
州
八
幡　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

天
明
八
申
年
五
月 

正
福
寺　
　
　

 

迎
誉
周
察
弟
子　
　

周
弁
（
印
）

 

縁
山
三
嶋
中
谷　
　

 

忍
誉
天
冏
弟
子　
　

諦
冏　
　
　

 

諦
冏
寮　
　
　
　
　

 

天
琳　
　
　

※
〈　

〉
は
割
書
を
示
す
。

第
二
節　

規
約
の
内
容

　

ま
ず
こ
の
「
規
約
」
が
何
を
目
的
と
し
て
い
る
の
か
み
て
み
よ
う
。
①
に
は
誠
誉
周
天
・
諦
誉
周
益
、
そ
し
て
誠
誉
周
天
の
「
法
脈

一
〇
一
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師
僧
・
父
母
等
各
霊
」、
及
び
前
年
亡
く
な
っ
た
忍
誉
天
冏
の
位
牌
を
立
て
て
「
永
年
可
有
御
供
養
相
続
」
き
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

そ
れ
以
下
で
細
々
と
し
た
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

次
に
全
一
四
箇
条
の
内
容
を
み
て
い
こ
う
。
①
周
天
・
周
益
・
周
天
の
師
僧
と
両
親
、
そ
し
て
天
冏
の
供
養
を
永
続
し
て
い
く
こ
と
、

ま
た
周
天
・
周
益
の
遺
し
た
聖
教
類
は
学
寮
を
引
き
継
い
だ
法
系
の
僧
が
管
理
す
る
こ
と
。
②
天
冏
が
遺
し
た
位
牌
付
金
は
千
四
百
七

十
両
あ
り
、
そ
れ
ら
を
運
用
し
て
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
資
金
は
も
と
も
と
周
益
が
遺
し
た
も
の
を
天
冏
が

引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
③
そ
の
運
用
方
法
は
諸
大
名
へ
の
貸
付
金
と
す
る
こ
と
。
④
周
益
弟
子
の
周
卓
が
い
る
京
樋
口
善
導
寺
に

周
益
の
位
牌
を
納
め
る
こ
と
。
京
都
に
弟
子
を
置
い
た
の
は
、
京
都
大
雲
院
に
あ
る
周
天
の
両
親
の
墓
が
無
縁
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と

の
周
益
の
遺
志
だ
っ
た
。
⑤
周
益
弟
子
の
周
恕
が
い
る
近
江
水
口
大
徳
寺
に
周
益
の
位
牌
を
置
く
こ
と
。
周
益
は
病
気
の
嫡
弟
周
音
の

代
わ
り
に
周
恕
を
後
継
者
に
と
考
え
て
い
た
が
、
大
徳
寺
の
後
継
者
が
い
な
く
な
る
の
で
、
や
む
な
く
周
恕
は
帰
国
し
た
。
周
益
は
師

匠
が
い
た
常
福
寺
に
位
牌
金
と
し
て
寄
附
を
し
て
い
る
の
で
、
周
恕
も
周
益
の
遺
産
と
し
て
受
け
た
百
両
の
内
五
十
両
を
周
益
の
い
た

東
漸
寺
に
寄
附
し
た
。
そ
う
い
う
因
縁
が
あ
る
か
ら
周
益
の
位
牌
を
置
く
の
で
あ
る
。
⑥
近
江
八
幡
正
福
寺
は
、
周
益
弟
子
の
周
察
が

長
く
住
職
を
し
て
、
そ
の
法
系
が
相
続
し
て
お
り
、
ま
た
天
冏
が
剃
髪
し
た
場
所
で
も
あ
り
、
因
縁
深
い
寺
で
あ
る
の
で
周
益
の
位
牌

を
納
め
る
こ
と
。
⑦
増
上
寺
の
位
牌
所
（
調
真
室
）
と
右
の
三
ヶ
寺
は
因
縁
の
寺
な
の
で
、
後
に
た
と
え
無
為
窟
の
法
系
と
は
違
う
人

が
住
職
を
し
て
も
、
法
類
の
契
約
を
し
て
、
そ
の
弟
子
が
増
上
寺
に
入
寺
し
て
、
相
応
し
い
人
が
い
た
ら
、
よ
く
話
し
合
っ
た
上
で
学

寮
を
相
続
す
る
よ
う
に
。
も
し
法
類
の
盟
約
を
結
び
た
く
な
い
と
い
う
場
合
は
位
牌
を
他
に
移
す
こ
と
。
ま
た
周
天
が
剃
髪
し
た
下
鳥

羽
法
伝
寺
と
周
益
の
剃
髪
し
た
但
馬
欣
浄
寺
に
は
、
供
養
金
と
位
牌
を
納
め
た
。
た
だ
い
ま
は
法
系
に
は
な
い
が
、
因
縁
の
寺
な
の
で
、

そ
の
弟
子
が
入
寺
し
た
ら
そ
の
こ
と
を
心
得
る
よ
う
に
。
⑧
五
百
両
を
四
ヶ
所
に
安
置
し
た
位
牌
の
永
代
供
養
料
と
し
て
増
上
寺
役
所

に
上
納
す
る
こ
と
。
こ
の
五
百
両
の
内
、
四
百
両
は
周
益
の
遺
産
、
百
両
は
天
冏
の
遺
産
で
あ
る
。
⑨
五
百
両
を
増
上
寺
役
所
に
預
け
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運
用
し
て
も
ら
い
、
そ
の
利
金
四
十
両
を
増
上
寺
・
善
導
寺
・
大
徳
寺
・
正
福
寺
等
に
分
配
す
る
こ
と
。

⑩
・
⑪
毎
日
・
命
日
・
年
回
等
の
供
養
は
適
切
に
行
う
こ
と
。
⑫
・
⑬
聖
教
や
伝
持
物
は
大
切
に
守
る

こ
と
。
⑭
も
し
法
系
の
者
が
増
上
寺
学
寮
で
の
供
養
を
途
絶
え
さ
せ
た
場
合
に
は
、
早
速
相
談
し
、
法

類
寺
が
江
戸
に
下
向
し
、
規
約
通
り
に
対
処
す
る
こ
と
。
以
上
の
十
四
ヶ
条
が
善
導
寺
周
卓
・
大
徳
寺

周
恕
・
正
福
寺
周
弁
と
増
上
寺
学
寮
の
諦
冏
・
天
琳
と
の
連
署
で
定
め
ら
れ
た
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
学
寮
に
関
係
す
る
「
法
孫
」
等
が
師
匠
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
弟
子
た
ち
が
離
れ
て

い
て
も
連
携
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
第
一
章
で
み
た
よ
う
に
、
周
卓
・
周
恕
と
周
察
は
、
周
益
と

兄
弟
弟
子
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
先
師
上
人
御
法
弟
迎
誉
周
察
和
尚
」
と
あ
る
の
で
、
周
天
亡
き
後
、
周

察
は
周
益
の
弟
子
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
周
察
も
亡
く
な
っ
て
い
て
、
後
継
者
で
あ
る
周
弁
が
署
判

し
て
い
る
。

　

こ
の
史
料
か
ら
は
、
周
益
の
師
匠
周
天
に
対
す
る
追
善
の
思
い
で
弟
子
の
周
卓
を
京
都
に
置
い
た
事

例
や
、
後
継
者
と
目
さ
れ
な
が
ら
出
身
寺
院
に
や
む
な
く
戻
っ
た
周
恕
の
事
例
な
ど
興
味
深
い
事
実
が

知
ら
れ
る
。
周
卓
や
周
恕
は
『
縁
山
志
』
の
法
系
図
に
は
出
て
こ
な
い
が
、
増
上
寺
を
離
れ
た
後
も
互

い
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
実
際
に
は
周
益
の
兄
弟
弟
子
で
あ
る
周
察
の
弟

子
と
も
関
係
を
保
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
強
固
な
結
び
つ
き
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
善
導
寺
周
卓
・
大
徳
寺
周
恕
・
正
福
寺
周
察
の
弟
子
が
ど
の
学
寮
に
入
っ
て
い
た
か
を
『
入

寺
帳
』
か
ら
確
認
し
て
み
る
と
、
表
②
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
が
無
為
窟
に
関
係
し
て
い
る
。
周
察
の
弟

子
周
弁
の
弟
子
も
参
考
の
た
め
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
観
暢
は
無
為
窟
の
法
系
に
連
な
る
こ
と
が

表②　周卓・周恕・周察等弟子学寮一覧

地名 寺院 師匠 弟子の学寮
京二条 善導寺 周卓 天冏 1人 貞厳 1人
近江水口 大徳寺 周恕 周卓 1人 天冏 1人 観暢 1人

近江八幡 正福寺
周察 周益 2人 周瑞 1人
周弁 聖道 1人 仁城 2人 顕理 1人 諦真 2人 周卓 1人 天冏 3人
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確
認
で
き
な
い
が
、『
入
寺
帳
』
で
観
暢
の
琳
冏
へ
の
随
身
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
聖
道
は
正
福
寺
出
身
者
で
あ
る
し
、
仁
城
は
寮
坊

主
と
し
て
受
け
入
れ
た
十
五
名
の
ち
、
十
二
名
は
周
瑞
の
随
身
か
ら
帰
山
・
他
山
し
た
所
化
で
、
残
り
三
名
は
正
福
寺
出
身
者
で
あ
る
。

ま
た
仁
城
の
弟
子
を
諦
真
と
天
冏
が
寮
坊
主
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
を
み
る
と
、
仁
城
も
無
為
窟
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
と
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
無
為
窟
出
身
者
は
、
全
て
で
は
な
い
が
増
上
寺
の
無
為
窟
関
係
学
寮
に
弟
子
入
り
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

他
の
寺
院
で
も
こ
う
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

こ
の
他
こ
の
「
規
約
」
か
ら
は
「
法
脈
上
人
行
状
記
」
に
み
え
な
い
周
益
の
弟
子
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
周
音
と
義

鳳
で
あ
る
。
第
五
条
目
に
「
御
嫡
弟
宣
誉
周
音
病
身
ニ
付
、
大
徳
寺
一
代
嘆
誉
義
鳳
在
寮
之
節
、
始
終
御
嫡
弟
之
御
盟
約
有
之
」
と
あ

る
よ
う
に
、
周
音
は
元
来
周
益
の
「
嫡
弟
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
病
気
の
た
め
に
そ
の
座
を
義
鳳
に
譲
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。『
入
寺
帳
』
で
そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
み
る
と
、
周
音
は
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
二
月
二
十
六
日
、
周
益
の
弟
子
と
し
て
十

五
歳
で
入
寺
し
て
い
る
。
当
然
寮
坊
主
は
周
益
で
あ
る
。
大
善
寺
に
追
随
身
す
る
時
期
も
あ
っ
た
が
、
再
び
周
益
の
学
寮
に
戻
り
、
明

和
二
年
（
一
七
六
五
）
六
月
十
一
日
病
身
の
た
め
消
帳
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
次
の
後
継
者
と
な
っ
た
の
が
義
鳳
で
あ
っ
た
。
義
鳳
は
『
入
寺
帳
』
に
よ
る
と
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
十
二
月
二
十
二

日
、
大
徳
寺
桃
誉
義
厚
の
弟
子
で
あ
っ
た
義
鳳
は
、
増
上
寺
住
職
尊
誉
了
般
の
似
我
弟
子
と
し
て
十
五
歳
で
入
寺
し
、
周
益
の
学
寮
に

入
っ
た
。『
入
寺
帳
』
で
は
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
五
月
十
八
日
、
周
琳
の
い
る
結
城
弘
経
寺
追
随
身
し
た
と
あ
る
が
、
知
恩
院

『
日
鑑
』
で
は
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
十
月
四
日
に
大
徳
寺
住
職
に
任
命
さ
れ
、「
大
徳
寺
来
由
開
基
歴
代
伝
記
」
で
も
同
日
の

任
命
、
同
月
十
日
の
入
院
と
な
っ
て
い
る
の
で
、『
入
寺
帳
』
の
追
随
身
の
記
事
は
こ
れ
と
矛
盾
す
る
の
で
、
い
ま
は
採
ら
な
い
。

　

義
鳳
は
周
益
の
後
継
者
の
「
盟
約
」
が
あ
っ
た
け
れ
で
も
、「
法
系
之
断
絶
ニ
付
、
無
拠
彼
寺
江
住
務
。
勿
論
暫
住
務
約
之
処
、
無

（

（
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余
儀
子
細
有
之
永
住
」
と
あ
る
よ
う
に
、
義
鳳
が
こ
の
ま
ま
学
僧
と
し
て
の
道
を
進
む
と
大
徳
寺
の
法
系
が
断
絶
す
る
の
で
、
仕
方
な

く
大
徳
寺
に
し
ば
ら
く
と
い
う
約
束
で
戻
っ
た
ら
そ
れ
が
永
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
入
寺
帳
』
に

も
『
日
鑑
』
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
義
鳳
に
も
い
ろ
い
ろ
な
葛
藤
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
最
終
的
に
周
益
の
後
継
者
と

な
っ
た
の
は
、
宝
暦
五
年
に
入
寺
し
た
天
冏
で
あ
っ
た
。

第
三
節　

周
益
遺
産
の
ゆ
く
え

　

こ
の
「
規
約
」
は
先
師
の
供
養
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
と
同
時
に
、
そ
の
供
養
が
未
来
永
劫
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
を
ど
う

捻
出
す
る
か
、
つ
ま
り
基
金
と
な
る
無
為
窟
の
財
産
を
ど
の
よ
う
に
運
用
・
分
配
す
る
か
を
取
り
決
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

二
条
目
で
、
周
天
・
周
益
の
法
系
が
繁
盛
す
る
こ
と
が
亡
き
天
冏
の
遺
言
で
あ
り
、
後
継
者
は
両
上
人
に
近
い
人
の
中
か
ら
相
応
し

い
人
を
相
談
の
上
で
決
め
る
こ
と
や
、
学
寮
の
資
金
は
、
天
冏
が
遺
し
た
千
四
百
七
十
両
を
別
に
定
め
る
規
則
通
り
に
増
や
し
て
、
法

系
が
続
い
て
い
く
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
し
か
し
全
て
を
天
冏
が
残
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
大
半
は
周
益
が
遺
し

た
も
の
だ
と
い
う
。
し
か
も
そ
の
お
金
に
は
「
年
賦
・
月
賦
・
休
息
金
」
が
記
さ
れ
た
「
別
帳
」
が
あ
る
の
で
、
こ
の
時
点
以
前
か
ら

す
で
に
運
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
し
て
今
後
の
運
用
先
は
三
条
目
で
、「
諸
矦
」
つ
ま
り
諸
大
名
に
貸
し
付
け
て
、
寺
社
・
町

人
・
法
脈
の
僧
に
貸
し
付
け
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。

　

五
条
目
で
は
、
周
恕
が
増
上
寺
か
ら
大
徳
寺
に
戻
っ
て
住
職
に
就
任
し
た
際
、
百
両
を
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
亡
く
な
っ
た
周

益
の
遺
産
か
ら
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
周
恕
が
住
職
に
な
っ
た
の
は
『
入
寺
帳
』
に
よ
る
と
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
周
恕
は
周
益
等
の
例
に
な
ぞ
ら
え
て
、
そ
こ
か
ら
五
十
両
を
周
益
が
住
し
た
小
金
東
漸
寺
に
寄
附
し
て
い
る
。
ま
た
六

条
目
で
は
、
金
額
は
不
明
だ
が
、
正
福
寺
に
「
天
冏
遺
財
」
か
ら
寄
附
す
る
こ
と
、
七
条
目
で
は
、
金
額
は
不
明
で
あ
る
が
、
周
天
出
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身
の
法
伝
寺
と
、
周
益
出
身
の
欣
浄
寺
に
も
供
養
の
た
め
に
寄

附
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
た
。

　

八
条
目
以
降
が
重
要
で
あ
る
。
五
百
両
を
増
上
寺
役
所
に
預

け
て
運
用
し
て
も
ら
い
、
そ
の
運
用
益
を
善
導
寺
・
大
徳
寺
・

正
福
寺
・
増
上
寺
の
四
ヶ
所
で
の
永
代
供
養
料
に
当
て
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
実
際
増
上
寺
で
は
天
明
八
年
三
月
二
十
二
日
に

諦
冏
宛
に
、「
五
百
両
永
納
」
の
う
ち
の
百
両
分
の
受
領
証
を

発
行
し
て
い
る
。
こ
の
五
百
両
の
内
訳
は
、
四
百
両
が
周
益
の

遺
産
、
百
両
は
天
冏
の
遺
産
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
千
四
百

七
十
両
の
う
ち
の
五
百
両
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
五
百
両
の

利
息
が
年
間
四
十
両
だ
と
い
う
か
ら
、
年
利
八
％
で
運
用
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
四
十
両
を
表
③
の
よ
う
に

位
牌
の
安
置
場
所
に
配
分
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
調
真
室
は
増

上
寺
内
で
位
牌
を
安
置
し
た
場
所
で
あ
る
。
同
庵
衆
へ
の
三
両
は
毎
月
の
供
養
を
し
た
個
人
へ
の
布
施
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
墓
所
の
維

持
費
も
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
は
周
天
・
周
益
に
対
す
る
供
養
の
た
め
の
支
出
で
あ
る
が
、
増
上
寺
へ
の
計
六
両
は
、
菩
提
の

為
と
い
う
名
目
で
は
あ
る
が
、
仏
像
の
修
理
や
極
貧
修
学
僧
へ
の
支
給
な
ど
、
よ
り
広
い
目
的
の
た
め
の
基
金
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
年
回
法
要
の
雑
費
や
、
聖
教
類
や
伝
持
物
の
虫
干
し
の
際
の
費
用
、
そ
し
て
増
上
寺
で
の
法
類
が
途
絶
え
た
際
に
は
、
他
の

（

（
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表③　500両利息分配先一覧 単位：両

分配額 分配先 適用

1 12.5 増上寺調真室 供養料

2 3 増上寺調真室 同庵衆への回願料

3 0.5 増上寺調真室 お墓花清掃料など

4 3 増上寺 仏像修理・極貧修
学僧への分施など

5 3 増上寺 積立金

6 7.5 善導寺 供養料

7 7.5 大徳寺 供養料

8 2.5 正福寺 供養料

9 0.25 常福寺 供養料

10 0.25 東漸寺 供養料

合計 40
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法
類
が
江
戸
に
下
向
し
て
対
応
し
、
そ
の
下
向
費
用
も
積
立
金
か
ら
支
出
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

　

周
益
・
天
冏
の
遺
産
は
千
四
百
七
十
両
あ
っ
た
。
こ
れ
が
多
い
の
か
少
な
い
の
か
は
比
較
対
象
が
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。
た
だ

「
増
上
寺
文
化
財
目
録
」
の
「
証
文
」
の
項
を
み
る
と
、
百
両
単
位
で
大
名
貸
し
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
資
金
の
一
部
に

学
寮
の
財
産
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
摂
門
が
作
成
し
た
法
系
図
で
「
当
主
」
と
さ
れ
て
い
る
周
静
と
八
幡
正
福
寺
に
つ
い
て
述
べ
て
お
わ
り

と
し
た
い
。
周
静
は
、
三
河
岡
崎
大
樹
寺
の
「
御
当
山
世
代
記
」
に
よ
る
と
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
小
金
東
漸
寺
に
、
同
十
年

九
月
二
日
に
大
樹
寺
に
移
り
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
五
）
一
月
八
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
法
名
は
「
四
十
六
世
心
蓮
社
安
誉
上
人
精

阿
無
生
周
静
大
和
尚
」
で
、
周
静
の
説
明
に
「
安
誉
上
人
ハ
近
江
八
幡
町
正
福
寺
ノ
弟
子
ニ
テ
、
生
存
中
正
福
寺
並
八
幡
町
本
宗
門
中

寺
院
ヘ
祠
堂
金
寄
附
ア
リ
タ
ル
由
ヲ
伝
聞
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
周
静
も
近
江
国
八
幡
正
福
寺
の
出
身
で
あ
っ
た
。

　

周
静
の
入
寺
記
録
は
、
残
念
な
が
ら
『
入
寺
帳
』
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
の
で
、
入
寺
の
時
期
も
師
匠
の
名
前
も
わ
か
ら
な
い
。
た

だ
周
静
の
寮
坊
主
の
活
動
と
し
て
は
、
天
保
三
年
か
ら
六
年
ま
で
の
間
に
十
四
名
の
入
寺
者
を
迎
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ

の
う
ち
正
福
寺
か
ら
二
名
、
大
徳
寺
か
ら
一
名
、
善
導
寺
か
ら
一
名
、
そ
し
て
直
弟
二
名
を
そ
の
学
寮
に
迎
え
て
い
た
。
ま
た
天
保
八

年
に
周
静
と
と
も
に
東
漸
寺
に
入
っ
た
随
身
は
、
周
静
が
大
樹
寺
に
移
る
際
、
六
名
が
増
上
寺
に
帰
山
し
て
い
る
が
、
そ
の
全
て
が
忍

静
の
学
寮
に
入
っ
て
い
る
。
忍
静
の
寮
坊
主
と
し
て
の
活
動
は
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
か
ら
十
二
年
ま
で
で
、
周
静
と
入
れ
替
わ
り

な
の
で
、
周
静
の
後
継
者
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
名
前
に
「
静
」
が
共
通
す
る
こ
と
も
そ
の
推
測
を
後
押
し
す
る
。
ま
た
弘
化
二
年

（

（
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（
一
八
四
五
）
か
ら
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
ま
で
活
動
が
確
認
で
き
る
真
静
は
、
正
福
寺
か
ら
の
弟
子
を
多
く
受
け
入
れ
て
い
る
の

で
、
彼
が
忍
静
の
後
継
者
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
無
為
窟
は
正
福
寺
と
の
関
係
が
非
常
に
強
い
と
い
え
る
。
法
系
図
の
な
か
で
い
え
ば
、
天
冏
、
諦
冏
、
周
静
は
正
福
寺

の
出
身
で
あ
っ
た
。
表
④
の
弟
子
入
寺
一
覧
を
み
て
も
、
正
福
寺
出
身
の
所
化
は
無
為
窟
と
関
係
す
る
人
が
非
常
に
多
い
。
例
え
ば
、

周
察
の
弟
子
の
周
弁
は
、
入
寺
記
録
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
次
の
弁
教
は
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
十
一
月
十
二
日
に
正

福
寺
出
身
の
聖
道
の
学
寮
に
入
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
知
恩
院
所
蔵
「
諸
寺
院
弟
子
御
目
見
」
に
よ
る
と
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
四

月
十
二
日
の
御
目
見
の
際
の
学
寮
は
同
じ
く
正
福
寺
出
身
の
天
冏
で
あ
っ
た
。
そ
の
次
の
周
哲
も
『
入
寺
帳
』
に
よ
れ
ば
、
安
永
八
年

（
一
七
七
九
）
一
月
二
十
九
日
に
天
冏
寮
に
入
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
正
福
寺
と
比
べ
る
と
大
徳
寺
と
善
導
寺
は
無
為
窟
と
の
つ
な
が
り
が
徐
々
に
薄
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
法
脈
上
人

行
状
記
」
以
降
幕
末
に
向
け
て
大
徳
寺
と
無
為
窟
の
関
係
を
示
す
史
料
は
大
徳
寺
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。「
諸
寺
院
弟
子
御
目
見
」

に
よ
る
と
、
寛
政
十
三
年
（
一
八
〇
一
）
一
月
二
十
七
日
、
周
堂
の
後
継
者
と
し
て
周
雄
が
知
恩
院
で
御
目
見
を
果
た
し
て
い
る
が
、

こ
こ
に
は
「
師
匠
江
不
孝
ニ
付
、
惣
旦
那
不
帰
依
在
ニ
付
、
消
帳
願
聞
済
。
文
化
二
卯
年
七
月
廿
四
日
旦
中
両
人
登
山
」
と
書
き
込
み

が
あ
り
、
後
継
者
の
地
位
を
剥
奪
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
代
わ
っ
て
後
継
者
に
な
っ
た
の
は
明
厳
で
あ
っ
た
。
彼
は
寛
政
六
年
十
月

五
日
に
東
漸
寺
に
入
寺
し
、
そ
の
後
霊
山
寺
に
移
っ
た
、
無
為
窟
と
は
無
縁
な
人
物
で
、
明
厳
は
不
測
の
出
来
事
に
よ
っ
て
住
職
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
大
徳
寺
で
は
無
為
窟
は
後
継
者
が
学
ぶ
べ
き
場
所
で
、
そ
れ
以
外
の
弟
子
は
他
の
檀
林
に
入
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

大
徳
寺
文
書
か
ら
、
大
徳
寺
が
無
為
窟
と
い
う
特
定
の
学
寮
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
大
徳
寺
以
上

に
正
福
寺
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
現
状
で
は
正
福
寺
の
調
査
は
で
き
て
い
な
い
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
他

（

（
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の
学
寮
に
つ
い
て
も
同
様
の
史
料
が
な
い
か
捜
索
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
送
り
出
す
側
の
寺
院
の
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
そ

う
す
る
こ
と
で
本
稿
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
「
高
僧
」
で
な
い
、
普
通
の
僧
の
事
績
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
光
の

当
た
ら
な
か
っ
た
部
分
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

〔
付
記
〕 

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
大
本
山
増
上
寺
ご
当
局
に
は
原
本
調
査
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
本
稿
は
平
成
三
十
年
・
令
和
元
年
浄
土
宗
教
学
院
研
究
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。

註

「
大
徳
寺
文
書
」
は
か
つ
て
水
口
町
が
調
査
を
し
て
『
近
江
国
水
口
大
徳
寺
文
書
目
録
』（
水
口
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、
一
九
九
三
）

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
平
成
の
大
合
併
で
甲
賀
市
が
誕
生
し
、『
甲
賀
市
史
』
編
纂
の
過
程
で
再
調
査
さ
れ
、
目
録
も
作
成
さ
れ

た
。
こ
こ
で
示
し
て
い
る
文
書
番
号
は
そ
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
。

知
恩
院
の
甲
賀
郡
内
門
中
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
近
江
国
甲
賀
郡
内
の
知
恩
院
門
中
に
つ
い
て
」（『
歴
史
文
化
研
究
』
六
、
二
〇
一

七
）
参
照
の
こ
と
。

『
増
上
寺
史
料
集
』
付
巻
増
上
寺
文
化
財
目
録
（
増
上
寺
史
料
編
纂
所
、
一
九
八
三
）。

長
谷
川
匡
俊
『
近
世
浄
土
宗
・
時
宗
檀
林
史
の
研
究
』（
法
臧
館
、
二
〇
二
〇
年
）。
増
上
寺
『
入
寺
帳
』
に
関
す
る
研
究
は
第
二
部
第

一
章
「
増
上
寺
所
蔵
『
入
寺
帳
』
と
修
学
者
数
の
動
向
」。
初
出
は
一
九
八
二
〜
一
九
八
四
年
。

梶
井
一
暁
「
浄
土
宗
関
東
檀
林
に
お
け
る
修
学
僧
の
入
寺
・
修
学
動
向
│
増
上
寺
『
入
寺
帳
』
の
分
析
か
ら
│
」（『
広
島
大
学
教
育
学

部
紀
要 

第
一
部 

教
育
学
』
四
八
、
一
九
九
八
）。
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阿
川
雅
俊
『
増
上
寺
入
寺
帳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』（
浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺
、
二
〇
一
七
）。

大
島
泰
信
『
浄
土
宗
史
』（『
浄
土
宗
全
書
』
第
二
十
巻
、
一
七
四
頁
）。

摂
門
『
三
縁
寺
志
』（『
浄
土
宗
全
書
』
第
十
九
巻
四
一
三
頁
）。

「
大
徳
寺
文
書
」
一
二
九
。

『
浄
土
宗
全
書
』
第
十
九
巻
四
四
三
頁
。

「
大
徳
寺
文
書
」
五
〇
。

「
大
徳
寺
文
書
」
一
八
六
。

宇
高
良
哲
編
『
増
上
寺
日
鑑
』
第
六
巻
（
文
化
書
院
、
二
〇
〇
八
）
天
明
八
年
三
月
二
十
二
日
条
。

増
上
寺
史
料
編
纂
所
編
『
増
上
寺
史
料
集
附
巻
』（
大
本
山
増
上
寺
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
三
）
一
七
〇
頁
以
降
。

「
御
当
山
世
代
記
」（
岡
崎
市
史
料
叢
書
編
集
委
員
会
編
『
大
樹
寺
文
書
』
上
、
岡
崎
市
、
二
〇
一
四
年
）。

知
恩
院
所
蔵
『
諸
寺
院
弟
子
御
目
見
』（
文
書
番
号
二
│
一
三
│
Ｂ
│
二
七
）。
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表
④
　
正
福
寺
・
大
徳
寺
・
善
導
寺
弟
子
入
寺
者
一
覧（
出
典
：
増
上
寺
『
入
寺
帳
』）

近
江
国
八
幡
正
福
寺

通番
冊

年
月
日

入
寺
方
法
師
弟
関
係
似
我
弟
子

初
入
寺
年
齢

寮
指
南

本
名

入
寺
帳

僧
名

改
名

履
歴

1
7
宝
暦
5
年（
1755）

1
月
11日

極
新
来
迎
誉
周
察

弟
子

15 
周
益
円
海

周
慈

①
明
和
三
戌（
1766）五

月
四
日
小
金
東
漸
寺
周
益
和
尚
江
随
身
。

月
番
満
空（
印
）

②
明
和
八
卯
年（
1771）正

月
十
九
日
帰
山
。
月
番
感
霊（
印
）

③
安
永
三
午（
1774）八

月
五
日
病
身
消
帳
。
月
番
聖
道（
印
）

2
7
宝
暦
5
年（
1755）

1
月
12日

極
新
来
迎
誉
周
察

弟
子

15 
周
瑞
円
秀

湖
観

宝
厳

①
宝
暦
十
二
午（
1762）三

月
廿
三
日
寮
主
周
瑞
直
弟
改
名
共
御

免
。
月
番
知
覚（
印
）

（
写
真
8
-2
～
5
付
箋
Ⅰ
-
3
）

【
①
宝
暦
十
二
午（
1762）三

月
廿
三
日
頌
義
部
八
年
湖
観
。
寮

主
周
瑞
直
弟
改
名
共
御
免
。
令
下
沈
。
本
座
消
帳
。
月
番
知
覚

（
印
）。

②
明
和
八
卯（
1771）□

□
□
□
往
生
消
帳
。
月
番
智
堂（
印
）。

宝
厳
。
諦
□
□（
下
ヵ
）】

3
8
宝
暦
11年（

1761）
11月
14日

極
新
来
迎
誉
周
察

弟
子

周
益
入
月

行
事
似
我

入
寺

15 
周
益
忠
巌

湛
道

明
和
三
戌（
1766）五

月
四
日
東
漸
寺
周
益
和
尚
江
随
身
。
月
番

満
空（
印
）

4
8
宝
暦
11年（

1761）
12月
18日

他
山

迎
誉
周
察

弟
子

19 
良
観
周
瑞

純
察

①
明
和
七
寅
年（
1770）三

月
七
日
浅
草
幡
随
院
暢
誉
周
瑞
和
尚

江
追
随
身
。
月
番
霊
忠（
印
）

②
明
和
七
寅
年（
1770）九

月
廿
六
日
帰
山
御
免
。
月
番
妙
瑞

（
印
）

③
安
永
三
午（
1774）四

月
二
日
国
元
成
就
消
帳
。
月
番
智
堂

（
印
）

5
8
宝
暦
11年（

1761）
12月
18日

帰
山

宣
誉
順
栄

弟
子

15
良
観

周
益

林
道

聖
道

宝
暦
三
酉
年（
1753）四

月
三
日
館
林
善
導
寺
真
海
和
尚
江
随
身
。

②
今
日
従
瓜
連
常
福
寺
帰
山

6
9
明
和
元
年（
1764）

10月
26日

他
山

槃
誉
周
誡

弟
子

？
周
益
的
山

真
冏

①
明
和
三
戌（
1766）五

月
四
日
東
漸
寺
周
益
和
尚
エ
随
身
。
月

番
満
空（
印
）

②
明
和
八
卯（
1771）七

月
二
日
帰
山
御
免
。
月
番
定
説（
印
）

③
安
永
七
戌
年（
1778）二

月
廿
日
結
城
弘
経
寺
仰
誉
聖
道
和
尚

エ
随
身
。
月
番
周
仁（
印
）

一
一
一

増
上
寺
学
寮
「
無
為
窟
」
で
学
ぶ
人
び
と



7
10
明
和
4
年（
1767）

9
月
10日

極
新
来
槃
誉
周
誡

弟
子

聖
道
入
一

文
字
似
我

入
寺

15
聖
道
良
門

周
的

天
明
三
卯（
1783）七

月
廿
二
日
飯
沼
弘
経
寺
妙
瑞
和
尚
エ
追
随

身
。
月
番
円
隆（
印
）

8
10
明
和
5
年（
1768）

11月
12日

極
新
来
静
誉
周
弁

弟
子

良
源
院
晃

道
伴
頭
識

似
我
弟
子

入
寺

15
聖
道
周
仁

弁
教

天
明
四
辰
年（
1784）十

一
月
廿
一
日
国
元
成
就
消
帳
。
月
番
了

回（
印
）

9
11
明
和
7
年（
1770）

1
月
11日

極
新
来
静
誉
周
弁

弟
子

18
仁
城
周
仁

但
道

安
永
七
戌（
1778）十

二
月
十
八
日
川
越
蓮
馨
寺
周
仁
和
尚
江
追

随
身
。
月
番
了
海（
印
）

10
11
明
和
7
年（
1770）

9
月
26日

帰
山

迎
誉
周
察

弟
子

19 
仁
城
周
仁

純
察

①
明
和
七
寅
年（
1770）三

月
七
日
幡
随
院
暢
誉
周
瑞
和
尚
エ
追

随
身
。

②
今
日
帰
山

③
安
永
三
午（
1774）四

月
二
日
国
元
成
就
消
帳
。
月
番
智
堂

（
印
）　

11
11
明
和
7
年（
1770）

11月
26日

極
新
来
静
誉
周
弁

弟
子

興
玄
和
尚

学
頭
成
似

我
入
寺

19
仁
城
興
玄

弁
察

天
明
四
辰（
1784）三

月
廿
七
日
東
漸
寺
泰
嶺
和
尚
エ
随
身
。
月

番
遵
碩（
印
）

12
11
明
和
8
年（
1771）

1
月
19日

帰
山

迎
誉
周
察

弟
子

15 
仁
城
了
因

周
慈

①
明
和
三
戌（
1766）五

月
四
日
小
金
東
漸
寺
周
益
和
尚
江
随
身
。

②
今
日
帰
山

③
安
永
三
午（
1774）八

月
五
日
病
身
消
帳
。
月
番
聖
道（
印
）

13
12
明
和
9
年（
1772）

1
月
11日

極
新
来

静
誉
周
弁

弟
子

15 
顕
理
聖
道

慈
専

①
安
永
七
戌
年（
1778）九

月
十
五
日
結
城
弘
経
寺
仰
誉
聖
道
和

尚
追
随
身
。
月
番
弁
冏（
印
）

②
天
明
元
丑
年（
1781）六

月
十
五
日
帰
山
。
月
番
霊
伝（
印
）

③
寛
政
四
壬
子
年（
1792）四

月
二
日
国
元
成
就
消
帳
。
月
番
本

立（
印
）

14
12
安
永
3
年（
1774）

1
月
11日

極
新
来
静
誉
周
弁

弟
子

15
諦
真
因
静

随
学

天
明
三
卯
年（
1783）九

月
二
日
川
越
蓮
馨
寺
周
仁
和
尚
江（
追

随
身
ヵ
）。
月
番
祐
水（
印
）

15
13
安
永
4
年（
1775）

11月
□
日

極
新
来
静
誉
周
弁

弟
子

霊
伝
当
未

年
寮
主
職

似
我
弟
子

入
寺

16
諦
真
霊
伝

周
学

諦
冏

天
明
二
寅
年（
1782）二

月
十
一
日
寮
主
天
冏
直
弟
直
。
諦
冏
ト

改
名
共
御
免
。
三
年
下
沈
。
本
座
消
帳
。
月
番
了
海（
印
）

【（
写
真
14-4

～
7
付
箋
Ⅹ
Ⅱ
）

「
②
享
和
二
戌
年（
1802）十

二
月
十
五
日
四
谷
西
迎
寺
成
就
消

帳
。
月
番
察
常（
印
）」】

一
一
二

仏
教
学
会
紀
要　

二
六
号



16
13
安
永
6
年（
1777）

4
月
16日

極
新
来
静
誉
周
弁

弟
子

聖
道
五
人

以
上
似
我

入
寺

15
周
卓
聖
道

周
応

天
明
元
丑（
1781）九

月
十
二
日
川
越
蓮
馨
寺
周
仁
和
尚
追
随
身
。

月
番
天
淑（
印
）

17
14
安
永
8
年（
1779）

1
月
29日

極
新
来
静
誉
周
弁

弟
子

15
天
冏
霊
祐

周
哲

寛
政
元
酉（
1789）十

月
二
日
病
身
消
帳
。
月
番
法
月（
印
）

18
15
安
永
10年（

1781）
1
月
11日

極
新
来
静
誉
周
弁

弟
子

15
天
冏
慈
光

栄
穏

享
和
三
亥（
1803）五

月
廿
一
日
病
身
消
帳
。
月
番
了
翼（
印
）

19
15
天
明
元
年（
1781）

6
月
15日

帰
山

静
誉
周
弁

弟
子

15 
天
冏
弁
冏

慈
専

①
安
永
七
戌
年（
1778）九

月
十
五
日
結
城
弘
経
寺
聖
道
和
尚
江

追
随
身

②
寛
政
四
壬
子
年（
1792）四

月
二
日
国
元
成
就
消
帳
。
月
番
本

立（
印
）

20
16
天
明
4
年（
1784）

1
月
11日

極
新
来
静
誉
周
弁

弟
子

15
天
冏
祐
厳

周
解

寛
政
七
卯（
1795）十

一
月
十
一
日
庵
主
祐
誾
直
弟
改
。
七
年
下

沈
。
本
座
消
帳
。
月
番
大
演（
印
）

21
18
寛
政
6
年（
1794）

1
月
11日

極
新
来
澄
誉
弁
教

弟
子

15
琳
冏
了
歓

周
慙

周
雅

①
寛
政
十
午
年（
1798）九

月
廿
五
日
庵
主
琳
冏
直
弟
改
名
共
御

免
。
月
番
頓
肇（
印
）

②
文
化
二
丑（
1805）正

月
十
九
引
込
切
消
帳
。
月
番
顕
了（
印
）

22
19
寛
政
10年（

1798）
10月

2
□
日

他
山

徴
誉
弁
教

弟
子

？
仙
鶴
諦
冏

周
伝

寛
政
十
二
申（
1800）十

一
月
三
日
伝
通
院
霊
麟
和
尚
江
追
随
身
。

月
番
貞
道（
印
）

23
20
享
和
2
年（
1802）

1
月
11日

極
新
来
徴
誉
弁
教

弟
子

15
仙
鶴
琳
冏

弁
達

文
化
二
丑（
1805）十

二
月
廿
二
日
不
見
届
消
帳
。
月
番
了
翼

（
印
）

24
20
享
和
2
年（
1802）

5
月
4
日

極
新
来
徴
誉
弁
教

弟
子

円
利
大
衆

頭
成
似
我

入
寺

15
仙
鶴
円
利

聖
巌

諦
玄

①
文
化
十
酉
年（
1813）九

月
朔
日
思
召
改
名
。
諦
玄
ト
御
免
。

月
番
岱
常（
印
）

②
文
政
元
寅（
1818）十

一
月
十
九
日（
結
城
）弘
経
寺
琳
冏
和
尚

江
追
随
身
。
月
番
見
外（
印
）

25
20
享
和
3
年（
1803）

5
月
1
□
日

極
新
来
才
誉
周
哲

弟
子

充
海
学
頭

成
似
我
入

寺
15

仙
鶴
充
海

弁
了

文
政
元
寅
年（
1818）六

月
十
一
日
国
成
消
帳
。
月
番
香
堂（
印
）

26
23
天
保
3
年（
1832）

1
月
11日

極
新
来
念
誉
周
遵

弟
子

15
周
静
歓
幢

周
玉

嘉
永
四
亥（
1851）三

月
四
日
御
当
地
本
所
浄
真
寺
住
。
言
ヨ
周

玉
与
指
厳
城
証

27
23
天
保
3
年（
1832）

1
月
11日

極
新
来
念
誉
周
遵

弟
子

15
周
静
覚
心

周
伯

周
含

嘉
永
六
丑
年（
1853）正

月
三
日
江
州
蒲
生
郡
八
幡
正
福
寺
住
。

光
ヨ
周
含
ト
指
察
厳
証
之

一
一
三

増
上
寺
学
寮
「
無
為
窟
」
で
学
ぶ
人
び
と



28
24
天
保
9
年（
1838）

4
月
9
日

極
新
来
観
誉
良
察

弟
子

15
忍
静
隆
道

良
現

29
24
天
保
11年（

1840）
2
月
29日

帰
山

英
誉
周
伝

弟
子

？
忍
静
密
善

周
専

①
天
保
八
酉
年（
1837）十

一
月
十
一
日
小
金
東
漸
寺
安
誉
周
静

和
尚
江
随
身
。

②
同
年（
1837）十

二
月
十
日
於
彼
山
同
声
一
字
周
専
ト
改
名
。

十
年
下
沈
。

③
今
日
帰
山

30
24
天
保
11年（

1840）
9
月
16日

帰
山

英
ヨ
周
伝

弟
子

実
興
入
一

文
字
為
似

我
入
寺

？
忍
静
密
善
周
暢
・
前

名
瑞
冏

檀
察

①
天
保
二
卯
年（
1831）九

月
十
一
日
庵
主
周
静
直
弟
ニ
改
。
八

年
下
沈
。
瑞
冏
ト
改
名

②
同（
天
保
）八
酉
年（
1837）十

一
月
十
一
日
小
金
東
漸
寺
安
ヨ

周
静
和
尚
江
随
身
。

③
同
十
亥
年（
1839）十

一
月
十
一
日
於
彼
山
檀
察
ト
改
名
。

④
今
日
帰
山

31
25
天
保
12年（

1841）
11月
12日

帰
山

英
誉
周
伝

弟
子

？
忍
静
存
徴
不
明
・
前

名
的
転

祐
厳

①
天
保
四
巳
年（
1833）十

二
月
十
四
日
功
誉
大
僧
正
御
代
庵
主

周
静
直
弟
改
。
九
年
下
沈
。
的
転
ト
改
名

②
天
保
八
酉
年（
1837）十

一
月
小
金
東
漸
寺
安
誉
周
静
和
尚
エ

随
身
。

③
同
十
一
子
年（
1840）十

一
月
七
日
敬
誉
宝
従
和
尚
代
。
於
彼

山
上
座
差
合
五
年
下
沈
祐
厳
ト
改
名

④
同（
天
保
十
一
）年（
1840）十

一
月
廿
五
日
結
城
弘
経
寺
洞
誉

聖
達
和
尚
エ
追
随
身
。

⑤
今
日
帰
山

32
26
弘
化
3
年（
1846）

1
月
11日

極
新
来
順
誉
周
洞

弟
子

15
真
静
密
道

順
洞

安
政
六
未
年（
1859）正

月
晦
日
帳
面
寺
号
住
。
順
添
ヨ
順
洞
与

指
密
順
証
之

33
27
安
政
3
年（
1856）

5
月
26日

他
山

光
ヨ
周
含

弟
子

？
真
静
円
酬

周
存

慶
応
四
辰
年（
1868）七

月
七
日
江
州
八
幡
町
正
福
寺
住
。
貫
誉

周
存
与
指
賢
禅
証
之

34
29
安
政
3
年（
1856）

10月
28日

他
山

順
誉
周
洞

弟
子

20
真
静
不
忘

周
達

今
日
他
山
。

35
29
安
政
4
年（
1857）

9
月
21日

極
新
来
界
誉
洞
泉

弟
子

15
真
静
正
禅

周
道

明
治
三
午
年（
1870）二

月
十
四
日
江
州
八
幡
町
正
福
寺
住
、
温

誉
霊
寿
与
、
指
龍
顕
証
之
。

一
一
四

仏
教
学
会
紀
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近
江
国
水
口
大
徳
寺

通番
冊

年
月
日

入
寺
方
法
師
弟
関
係
似
我
弟
子

初
入
寺
年
齢

寮
指
南

本
名

入
寺
帳

僧
名

改
名

履
歴

1
5
延
享
元
年（
1744）

12月
22日

極
新
来
桃
誉
義
厚

弟
子

尊
誉
大
僧

正
似
我
御

弟
子

15
周
益
念
潮

義
鳳

宝
暦
十
辰（
1760）五

月
十
八
日
結
城
弘
経
寺
最
誉
周
琳
和
尚
江

追
随
身
。
月
番
知
覚（
印
）

2
8
宝
暦
9
年（
1759）

1
月
11日

極
新
来
嘆
誉
義
鳳

弟
子

15 
周
益
忠
巌

義
桐

周
恕

①
明
和
三
戌（
1766）五

月
四
日
東
漸
寺
周
益
和
尚
江
随
身
。
月

番
満
空（
印
）

②
明
和
八
卯
年（
1771）七

月
二
日
帰
山
。
於
彼
山
改
名
。
月
番

定
説（
印
）

【
③
安
永
六
酉
年（
1777）十

二
月
二
日
国
元
成
就
消
帳
。
月
番

弁
冏（
印
）】

3
9
明
和
2
年（
1765）

1
月
11日

極
新
来
嘆
誉
義
鳳

弟
子

15 
周
益
信
恵

嘆
竜

安
永
十
丑（
1781）三

月
五
日
結
城
弘
経
寺
仰
誉
聖
道
和
尚
江
追

随
身
。
月
番
霊
長（
印
）

4
11
明
和
6
年（
1769）

7
月
26日

極
新
来
嘆
誉
義
鳳

弟
子

巌
洲
縁
輪

ニ
而
帰
頌

二
臘
役
似

我
入
寺

15
潮
瑞
天
随

梅
順

天
明
三
卯（
1783）八

月
十
六
日
不
見
届
消
帳
。
月
番
泰
嶺（
印
）

5
11
明
和
7
年（
1770）

1
月
11日

極
新
来
嘆
誉
義
鳳

弟
子

15
良
門
聖
道

嘆
冏

天
明
四
辰（
1784）四

月
二
日
命
終
消
帳
。
月
番
智
厳（
印
）

6
11
明
和
7
年（
1770）

1
月
11日

極
新
来
嘆
誉
義
鳳

弟
子

15
良
門
俊
霊

呑
洲

察
鳳

安
永
四
未
年（
1775）九

月
廿
二
日
頌
義
部
六
年
寮
主
周
卓
直
弟

改
名
共
ニ
御
免
。
一
年
下
沈
。
本
席
消
帳
。
月
番
善
住（
印
）

【（
写
真
62～
64付
箋
Ⅰ
）

「
①
安
永
四
未
年（
1775）九

月
廿
二
日
頌
義
部
六
年
呑
洲
。
一

年
令
下
沈
。
当
山
所
化
周
卓
直
弟
改
名
共
ニ
御
免
。
本
座
消
帳
。

寮
周
卓
指
諦
真
。
月
番
善
住
。
察
鳳
。
了
欽
上
。

②
安
永
九
子
年（
1780）□

□
□（
11月
）□
□
江
戸
崎
大
念
寺
天

随
和
尚
追
随
身
。
月
番
隆
尹（
印
）」】

7
13
安
永
6
年（
1777）

11月
25日

極
新
来
潮
誉
周
堂

弟
子

聖
道
二
臘

成
似
我
入

寺
　

15
周
卓
聖
道

周
仙

天
明
三
卯（
1783）十

一
月
十
一
日
霊
山
寺
西
誉
鸞
山
和
尚
エ
追

随
身
。
月
番
智
厳（
印
）

一
一
五

増
上
寺
学
寮
「
無
為
窟
」
で
学
ぶ
人
び
と



8
16
天
明
4
年（
1784）

7
月
6
日

極
新
来
明
誉
周
堂

弟
子

15
天
冏
観
善

周
雄

周
旭

9
20
寛
政
13年（

1801）
1
月
11日

極
新
来
明
誉
周
堂

弟
子

察
常
当
酉

年
役
中
似

我
入
寺

15
観
暢
察
常

量
順

文
化
十
一
戌（
1814）七

月
廿
一
日
結
城
弘
経
寺
琳
冏
和
尚
江
随

身
。
月
番
説
玄（
印
）

10
23
天
保
4
年（
1833）

10月
11日

極
新
来
性
誉
周
顕

弟
子

15
周
静
春
我

周
鳳

弘
化
四
未
年（
1847）正

月
廿
日
京
四
条
寺
町
大
雲
院
住
。
澄
誉

信
巌
ト
東
漸
寺
学
天
和
尚
証
之

11
25
天
保
12年（

1841）
11月
12日

帰
山

章
誉
周
康

弟
子

？
忍
静
存
徴

周
的

栄
琳

①
天
保
八
年
酉（
1837）十

一
月
小
金
東
漸
寺
安
誉
周
静
和
尚
エ

随
身
。

②
同（
天
保
）十
一
子
年（
1840）十

一
月
十
一
日
敬
誉
宝
従
和
尚

代
於
彼
山
上
座
差
合
五
年
下
沈
栄
琳
ト
改
名

③
同（
天
保
十
一
）年（
1840）十

一
月
廿
五
日
結
城
弘
経
寺
洞
誉

聖
達
和
尚
随
身
。

④
今
日
帰
山

京
樋
口
善
導
寺

通番
冊

年
月
日

入
寺
方
法
師
弟
関
係
似
我
弟
子

初
入
寺
年
齢

寮
指
南

本
名

入
寺
帳

僧
名

改
名

履
歴

1
16
天
明
4
年（
1784）

1
月
11日

極
新
来
讃
誉
周
卓

弟
子

15
天
冏
恭
禅

円
嶺

寛
政
七
卯
年（
1795）十

一
月
朔
日
引
込
切
成
就
消
帳
。
月
番
大

演（
印
）

2
16
天
明
7
年（
1787）

1
月
11日

極
新
来
讃
誉
周
卓

弟
子

15
貞
厳
実
巌

卓
天

享
和
元
酉
年（
1801）十

月
廿
一
日
国
元
成
就
消
帳
。
月
番
貞
道

（
印
）

3
23
天
保
5
年（
1834）

3
月
2
日

極
新
来
沢
誉
琳
戒

弟
子

15
周
静
隆
海

沢
応

周
麟

嘉
永
三
戌
年（
1850）正

月
廿
九
日
摂
州
津
川
村
昌
林
寺
住
。
愍

ヨ
周
麟
ト
指
定
信
証
之

4
24
天
保
9
年（
1838）

8
月
4
日

極
新
来
沢
誉
琳
戒

弟
子

15
孝
賢
密
善

等
琳

5
25
天
保
12年（

1841）
1
月
11日

極
新
来
□
誉
琳
戒

弟
子

15
孝
賢
義
純

貞
琳

大
琳

嘉
永
六
丑
年（
1853）三

月
七
日
帳
面
寺
号
。
亮
ヨ
大
琳
ト
指
密

童
証
之

6
27
嘉
永
6
年（
1853）

1
月
11日

極
新
来
沢
ヨ
琳
誡

弟
子

15
円
純
察
彦

等
誡

一
一
六

仏
教
学
会
紀
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